
王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ

lま

じ

め

本
稿
の
目
的
は
、
一

O
J
一
一
一
世
紀
に
お
け
る
権
門
間
の
所
領
相
論
裁
定
手

続
の
制
度
復
元
を
過
し
て
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
過
渡
的
国
家
で
あ
る
王
朝
国

家
の
特
質
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

律
令
訴
訟
制
度
や
鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
に
つ
い
て
の
膨
大
な
研
究
蓄
積
に
対

し
て
、
王
朝
国
家
H
H
公
家
法
段
階
の
訴
訟
制
度
に
つ
い
J
円

1
、
こ
れ
ま
い
ハ
ま
っ

た
く
未
開
拓
の
分
野
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
、
橋
本
義
彦
、
佐
々
木
文
昭
、
大

石
直
正

rが
、
延
久
記
録
一
防
に
続
く
天
永
・
保
元
記
録
所
の
相
論
審
理
機
能

を
、
院
政
期
の
国
家
権
力
の
性
格
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
、
ま
た
小
山
霊
感
町

に
よ
っ
て
、
一
一
世
紀
中
葉
以
降
の
「
荘
園
制
的
領
域
支
配
」
の
進
展
と
と
も

に
、
所
領
相
論
解
決
方
式
が
従
来
の
万
祢
証
判
か
ら
証
文
審
理
に
よ
る
公
的
訴

訟
に
転
換
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

か
か
る
研
究
状
況
の
な
か
で
、
は
じ
め
て
本
格
的
に
こ
の
問
題
に
と
り
く
ま

れ
た
棚
橋
光
男
氏
は
、
最
近
、
院
政
期
を
中
世
国
家
の
起
点
と
み
る
立
場
か

王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

て

下

向

井

音包

彦

ら
、
論
文
「
院
政
期
の
訴
訟
制
度
に
つ
い
て
|
陣
定
を
中
心
に
ぷ
を
公
に
さ

れ
た
。
氏
の
所
論
の
要
点
は
、
一
一
世
紀
末
か
ら
一
二
世
紀
前
半
の
「
荘
園
国

街
領
体
制
」
の
確
立
期
に
、
陣
定
に
お
い
て
官
勘
状
・
明
法
勘
文
な
ど
に
補
足

さ
れ
つ
つ
実
質
的
訴
訟
勘
決
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
勘
決
制
度
が
鎌
倉
期
の

院
評
定
制
、
幕
府
訴
訟
制
度
の
共
通
の
母
胎
で
あ
り
独
自
の
一
段
階
で
あ
っ

た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
氏
の
論
は
、
今
後
の
こ
の
分
野
の
研
究
の
指
針
と

し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
、
本
稿
も
氏
の
所
論
か
ら

多
く
の
示
唆
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
次
に
述
べ
る
二
点
に
お
い
て
視
角
上

の
問
題
点
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

一
つ
は
、
摂
関
期
の
訴
訟
制
度
が
い
か
に
展
開
し
て
院
政
期
の
訴
訟
制
度
が

出
現
し
た
か
と
い
う
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
院
政
期
の

訴
訟
制
度
が
い
か
な
る
点
で
独
自
の
一
段
階
で
あ
る
の
か
が
い
ま
ひ
と
つ
明
確

で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
権
門
聞
の
訴
訟
手
続
に
お
け
る
国
街
の

役
割
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
公
式
令
訴
訟
条

の
「
凡
訴
訟
皆
従
下
始
」
と
い
う
原
則
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
訴
訟
に
お
け
る



王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

国
街
の
役
割
の
歴
史
的
展
開
の
検
討
は
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
問
題
点
は
、
氏
が
分
析
の
起
点
を

院
政
期
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

氏
が
院
政
期
独
自
の
相
論
審
理
方
式
と
し
て
注
目
さ
れ
た
陣
定
・
官
勘
状
・

明
法
勘
文
そ
の
も
の
は
、
摂
関
期
以
来
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

太
政
官
内
部
に
視
野
を
限
定
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
摂
関
期
と
院
政
期
の
訴
訟
制

度
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
ち
が
い
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
訴

の
提
起
か
ら
審
理
、
裁
定
、
判
決
ま
で
の
訴
訟
過
程
に
お
け
る
国
街
の
役
割
の
変

化
に
着
目
す
れ
ば
、
一
一
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
の
訴
訟
制
度
の
質
的
転
換
は
き

わ
め
て
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
対
象
と
す
る
時
期
を
一

O
J
一

二
世
紀
に
設
定
し
、
訴
訟
過
程
に
お
け
る
国
街
の
役
割
の
変
化
と
い
う
視
角
を

導
入
す
れ
ば
、
一

O
l
一
二
世
紀
の
訴
訟
制
度
の
一
貫
し
た
側
面
と
変
貌
し
た

側
面
を
統
一
的
に
理
解
で
き
る
と
と
も
に
、
一
一
世
紀
中
葉
に
お
け
る
訴
訟
手

続
の
転
換
の
要
因
を
解
明
す
る
手
懸
り
を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

以
下
の
考
察
で
は
、
一

O
世
紀
初
頭
か
ら
一
一
世
紀
中
菜
ま
で
を
前
期
王
朝

国
家
、
一
一
世
紀
中
菜
か
ら
一
一
一
世
紀
末
鎌
倉
幕
府
成
立
ま
で
を
後
期
王
朝
国

家
と
す
る
坂
本
賞
三
氏
の
段
階
区
分
に
し
た
が
い
、
末
尾
に
掲
げ
た
表
を
中
心

に
も
つ
ば
ら
各
段
階
の
相
論
裁
定
手
続
の
制
度
復
元
に
努
め
、
各
段
階
の
裁
定

手
続
が
い
か
な
る
過
程
と
動
因
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
は
構
想
を
示
す
に
と
ど
め
詳
細
は
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
表
に
掲
げ
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
は

と
く
に
典
拠
を
示
さ
ず
表
の
番
号
を
記
す
こ
と
に
す
る
(
事
例
に
よ
っ
て
は

『
平
安
遺
文
』
の
番
号
、
記
録
の
日
付
を
併
記
す
る
)
。

前
期
王
朝
国
家
段
階
の
相
論
裁
定
手
続

前
期
王
朝
国
家
段
階
の
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
を
も
っ
と
も
典
型
的
に
示
し

て
い
る
の
は
、
的
の
正
暦
二
年
(
九
九
一
)
三
月
十
二
日
大
和
国
使
牒
で
あ
ろ

え詰剖)。
国
使
謹
牒
東
大
寺
街

欲
被
相
対
公
験
弁
定
御
寺
所
領
春
日
庄
田
慰
町
玖
段
称
菟
足
社
井
喜
多

【
領
田
脱
カ
〉

院
相
妨
興
福
寺
状

三
町
五
段
百
八
十
歩
苦
自
足
社
田
五
段
取
鼠
箆
師
団

四
段
受
信
胸
中
守
田
五
段
二
百
歩
弥
前
道
靖
国

牒
、
今
月
七
日
国
符
倍
、
被
左
弁
官
去
年
十
月
廿
七
日
宣
旨
師
、
彼
寺

去
三
月
十
九
日
解
伯
、
謹
検
旧
記
、
件
庄
本
願
聖
霊
天
平
勝
宝
八
年
十
二

月
十
二
日
勅
施
入
也
、
爾
白
以
降
、
専
無
他
妨
、
而
今
年
三
月
十
五
日
興

福
寺
牒
状
情
、
春
日
庄
内
、
或
称
菟
足
社
司
所
進
符
回
、
或
称
喜
多
院
伝
領

回
、
将
以
進
退
者
、
因
蕊
出
下
図
帳
公
験
、
令
披
検
彼
寺
司
先
了
、
然
市
猶

陳
可
為
社
領
回
之
由
、
耕
作
下
種
巳
了
、
縦
件
回
正
為
神
田
者
、
土
守
家
司

与
社
司
相
共
、
依
公
験
可
札
定
也
、
何
興
福
寺
横
以
妨
領
乎
、
加
以
来
定

理
非
之
問
、
引
率
数
多
之
寺
人
耕
作
下
種
、
其
所
競
作
、
甚
以
無
道
、
然

則
以
此
道
理
、
論
彼
無
道
、
有
闘
乱
口
舌
之
事
、
望
詩
天
裁
、
早
下
給

割
引

l
矧
剛
制
州
制
問
副
同
割
岡
矧
利
回
制
割
、

c
剖
刻
回
到

J
一
刊
|
刺

到
判
制
閏
割
可
制
矧
到
尉
叶
剖
到
矧
割
判
剖
、
国
宜
承
知
、
依
宣
行
之
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者
、
所
仰
如
件
、
郡
宜
承
知
、
官
人
弁
佼
相
共
、
旦
臨
回
頭
、
且
対
校
寺

社
所
領
公
験
等
、
依
実
任
理
弁
定
、
早
以
言
上
、
但
侯
公
家
裁
定
之
問
、



其
坪
坪
回
、
暫
不
可
令
耕
作
件
社
寺
人
々
者
、
牒
送
如
件
、

状
、
早
相
対
公
験
、
欲
設
弁
定
、
今
勃
状
、
謹
牒
、

正

暦

二

年

三

月

十

二

日

佼

乞
街
祭
之

大
技
五
百
井
ご
蔭
」

東
市
正
藤
原
「
元
国
」

春
日
庄
回
田
町
九
段
を
め
ぐ
る
東
大
寺
と
興
福
寺
の
相
論
か
ら
う
か
が
え
る

訴
訟
の
進
行
過
程
と
、

ωl帥
の
事
例
を
手
懸
り
に
、
以
下
、
前
期
王
朝
国
家

段
階
の
相
論
裁
定
手
続
と
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

A

訴

の

開

始

「
彼
寺
去
三
月
十
九
日
解

mi---望
訪
天
裁
、
早
下
給
宣
回
目
、
対
向
彼
此

公
験
、
召
問
官
底
将
札
理
非
者
」
(
傍
線

a
)
と
あ
る
よ
う
に
、
訴
は
解
状
の

か
た
ち
で
太
政
官
に
提
起
さ
れ
る
。

ωωωω
帥
は
、
こ
の
場
合
と
同
じ
く
い

ず
れ
も
奏
状
ま
た
は
解
状
で
太
政
官
に
提
訴
し
た
も
の
で
あ
る
。
一

O
世
紀
末

に
成
立
し
た
『
北
山
抄
』
に
「
凡
依
諸
国
諸
寺
諸
人
申
請
、
給
官
符
宣
旨
事
、

皆
下
弁
官
」
(
持
)
、
「
訴
訟
事
問
時
一
酬
で
(
時
)
と
あ
り
、
権
門
寺
社
の
雑
多
な

申
請
事
項
の
一
つ
に
訴
訟
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
権
門
寺
社
が
太

政
官
へ
訴
を
提
起
す
る
こ
と
は
、
一

O
世
紀
か
ら
正
規
の
手
続
と
し
て
存
在
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

門家〕

だ
が
一
方
で
、
同
「
東
寺
伝
法
供
口
牒
、
丹
波
国
街
、
:
・
乞
也
術
祭
之
状
、
任

官
省
符
井
本
券
文
、
対
勘
彼
此
公
験
、
欲
被
賜
国
判
、
以
牒
」
、
同
「
被
去
安

和
三
年
三
月
四
日
国
符
到
来
倍
、
橘
貞
子
愁
状
情
、
・
:
望
請
、
被
下
符
在
地

郡
、
任
公
験
被
立
券
、
将
絶
相
論
者
」
、
帥
「
右
田
岳
、
得
彼
寺
今
年
二
月
十
六

日
解
状
惜
:
・
乞
街
察
状
、
早
被
任
図
帳
勘
送
、
旦
継
本
願
之
跡
、
遂
寺
家
修
造
、

王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

且
絶
非
道
之
妨
、
知
園
都
政
理
之
賞
、
品
山
際
、
送
如
件
者
」
な
ど
、
国
街
に
提
訴

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た

ω「
元
奥
寺
僧
玄
阿
大
法
師
、
称
己
墾
回
以
妨
領

之
、
の
頃
年
以
彼
公
験
経
愁
万
祢
井
郡
街
」
の
よ
う
に
、
郡
街
・
万
祢
に
提
訴

さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
期
王
朝
国
家
段
階
に
お
い
て
、
権
門
間
相
論
を
受
理
す
る
の

は
、
太
政
官
、
園
、
郡
の
各
級
行
政
機
関
で
あ
り
、
訴
の
提
起
の
方
法
は
一
定

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
論
所
の
地
盤
と
関
係

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
春
日
庄
田
は
、
東
大
寺
の
主
張
に
よ
れ
ば
「
本
願
聖
霊
天

平
勝
宝
八
年
十
二
月
十
二
日
勅
施
入
」
(
傍
線
b
)
の
官
省
符
本
免
田
で
あ
り
、

ωωω
伺
帥
も
訴
人
の
主
張
に
よ
る
と
官
省
符
荘
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
官

省
符
荘
本
免
田
が
論
所
の
場
合
、
訴
を
受
理
す
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
太
政
官
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
国
郡
に
提
訴
さ
れ
る
の
は
、
官
省
符
四
至

内
新
開
田
明
、
墾
田

ωが
論
所
と
な
っ
て
い
る
場
合
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
勅
施
入
の
官
省
符
荘
回
の
領
知
権
は
太
政
官
に
よ
っ
て
認
可
さ

れ
、
四
至
内
新
開
田
や
墾
田
の
領
知
権
は
国
郡
免
判
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
る
と

い
う
、
領
知
権
の
認
定
主
体
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

L
t

B

審

理

国

街

弁

定

東
大
寺
の
訴
状
は
、
「
早
下
給
宣
旨
、
対
向
彼
此
公
験
、
召
問
官
底
将
札
理

非
」
(
傍
線

a
)
と
審
理
方
式
ま
で
指
定
し
て
い
る
。
東
大
寺
は
、
双
方
の

「
公
験
」
を
太
政
官
で
「
対
向
」
し
、
さ
ら
に
両
当
事
者
を
「
官
底
」
に
召
喚

し
口
頭
弁
論
を
行
う
こ
と
を
請
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
後
述
す
る

後
期
王
朝
国
家
段
階
の
相
論
審
理
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
「
官
底
勘
状
」
、



主
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

「
官
問
注
」
は
、
審
理
制
度
と
し
て
前
期
段
階
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
訴
を
受
理
し
た
太
政
官
は
太
政
官
内
部
で
本
格
的
審
理
を
行
い

は
し
な
か
っ
た
。
太
政
官
は
、
「
左
大
臣
宣
、
奉
勅
、
宣
下
知
国
宰
、
相
対
公

験
、
令
弁
定
言
上
者
、
国
宜
承
知
、
依
宣
行
之
」
(
傍
線
C
)

と
、
論
所
を
管

す
る
大
和
国
に
宣
旨
を
下
し
、
国
街
で
双
方
の
「
公
験
」
を
審
理
し
「
弁
定
言

上
」
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
太
政
官
に
提
起
さ
れ
た
相
論
で
あ
っ
て
も
、
実

質
的
な
審
理
は
国
初
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
が
か
る
審
理
方
式
は
た
ん
に
こ

の
一
例
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
前
期
王
朝
国
家
段
階
を
通
じ
て
一
般
的

な
あ
り
方
だ
っ
た
。
た
と
え
ば

ω「
望
請
官
裁
、
下
符
国
宰
、
任
本
公
験
、
将

為
寺
家
之
地
」
、

ω「
望
読
宮
裁
被
下
公
験
彼
国
、
代
々
図
籍
本
公
験
・
民
部

省
図
勘
等
、
被
裁
定
、
断
諸
百
姓
軒
偽
争
論
」
、

M
W

「
太
政
官
符
紀
伊
国
司
、

:
・
左
大
臣
宜
、
奉
勅
、
宜
加
下
知
、
寺
家
地
与
中
納
言
平
卿
所
領
四
至
内
、
位

部
e
h
u
卦
者
」
、
帥
「
望
話
、
特
蒙
天
恩
、
動
向
町
一
回
日
外
」
川
和
島
亦
、
相
対
彼
此

所
帯
文
書
、
任
理
弁
定
、
絶
後
代
妨
」
(
町
一
む
な
ど
、
す
べ
て
国
街
に
対
し
て

「
公
験
」
に
よ
る
理
非
弁
定
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
太
政
官
符
に
よ
っ
て
弁
定
一
一
日
上
を
命
じ
ら
れ
た
国
街
は
、
い
か
に

し
て
審
理
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
春
日
庄
田
を
め
ぐ
る
東
大
寺
と
輿
福
寺
の

相
論
の
場
合
、
大
和
国
司
は
東
市
正
藤
原
元
固
と
大
捺
五
百
井
一
蔭
を
国
使
に

差
定
し
(
評
巴
引
可
「
郡
宜
承
知
、
官
人
弁
使
相
共
、
且
臨
田
頭
、
且
対
検
寺
社

所
領
公
験
等
、
依
突
任
理
弁
定
、
早
以
言
上
」
(
傍
線
d
)
と
い
う
内
容
の
国

符
を
随
身
さ
せ
、
在
地
の
郡
に
派
遣
し
て
い
る
。
現
地
に
到
着
し
た
国
伎
は
、

両
当
事
者
か
ら
「
所
領
公
験
」
を
提
出
さ
せ
書
面
審
理
を
行
い
、
一
方
国
使
牒

四

を
う
け
た
郡
司
は
論
所
に
お
い
て
検
注
し
「
所
在
日
記
」
を
作
成
し
て
国
伎
の

も
と
に
帖
送
し
て
い
る
(
ヨ
区
制
)
。
こ
の
よ
う
に
国
街
で
は
論
所
に
国
伎
を
派
遣

し
、
国
伎
が
郡
司
を
指
揮
し
つ
つ
文
書
審
理
、
検
注
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
国
使
が
派
近
さ
れ
ず
郡
司
に
審
理
・
裁
定
を
命
じ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
仰
「
被
去
安
和
三
年
三
月
四
日
国
符
到
来
伯
、
橘
貞
子
愁
状
問
、
:
・
望

語
、
被
下
符
在
地
郡
、
任
公
験
被
立
券
、
将
給
相
論
者
、
所
仰
如
件
、
郡
宜
承

(
者
脱
力
)
〈
子
脱
カ
〉

知
、
勘
会
調
度
文
書
、
若
有
理
、
立
券
貞
名
言
上
者
」
。

以
上
か
ら
、
前
期
王
朝
国
家
段
階
の
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
お
い
て
、
国

街
に
提
訴
さ
れ
る
墾
田
や
四
至
内
新
聞
回
を
論
所
と
す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
太
政
官
に
提
訴
さ
れ
る
本
免
同
会
論
所
と
す
る
場
合
で
も
、
国
街
が
実

質
的
な
審
理
弁
定
を
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
太
政
官
に
提

訴
さ
れ
た
場
合
、
お
そ
ら
く
「
官
底
勘
状
」
、
「
明
法
勘
文
」
、
「
官
問
注
記
」
が

徴
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
の
時
期
の
相
論
文
書
か
ら
太
政
官
内
部
で

の
具
体
的
な
審
理
内
容
を
検
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
記
録
に
残
さ

れ
た
所
領
相
論
の
実
例
は
わ
ず
か
四
例
(
帥
帥
帥
帥
)
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
理
由
は
た
ん
に
相
論
の
量
の
問
題
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
相
論
の

実
質
的
な
審
理
権
が
国
街
に
属
し
、
太
政
官
は
国
街
の
弁
定
言
上
に
も
と
づ
い

て
形
式
的
な
点
検
を
行
う
だ
け
で
裁
定
し
て
い
た
と
い
う
、
前
期
王
朝
国
家
段

階
の
相
論
裁
定
手
続
の
特
質
の
な
か
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

国

図

勘

注

上
記
の
相
論
裁
定
手
続
の
あ
り
方
は
、
こ
の
時
期
の
相
論
裁
定
の
客
観
的
基

準
が
何
に
求
め
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

証
拠
の
う
ち
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
る
の
が
権
利
の
存
在
を
証
明
す
る
「
本
公



験
」
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
勅
施
入
の
場
合
、
「
勅
書
」
「
官
省

符
」
で
あ
り
、
然
一
一
回
の
場
合
、

ω「
皮
質
所
出
公
験
、
国
郡
判
明
白
也
」
と
あ

る
よ
う
に
国
郡
判
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
本
公
験
」
に
関
係
文
書
(
詞
皮
文
書
)

を
添
え
て
提
出
し
審
理
を
う
け
る
の
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
春
日
庄
田

を
め
ぐ
る
東
大
寺
と
興
福
寺
の
相
誌
で
、
東
大
寺
が
本
公
験
と
と
も
に
「
図

版
」
(
傍
線

e
〉
を
証
拠
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
図
帳
は
、
本
免
田
の

条
豆
・
坪
付
・
回
数
倍
一
記
入
し
た
「
田
図
」
で
あ
り
、
国
使
と
寺
家
伎
の
立
会

い
の
も
と
で
作
成
さ
れ
、
同
じ
も
の
が
国
街
で
は
「
国
図
」
の
一
部
を
構
成
し

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
訴
論
人
が
「
回
図
」
を
証
拠
と
し
て
い
る

こ
と
は
、
同
術
が
保
管
す
る
土
地
台
帳
で
あ
る
「
国
図
」
と
坪
付
・
回
数
を
助

合
す
る
と
い
う
手
続
が
審
理
の
一
環
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
さ

せ
る
。右

の
恕
定
は
、
次
に
あ
げ
る
い
く
つ
か
の
事
例
に
よ
っ
て
う
ら
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
と
え
ば

ω「
宜
仰
彼
回
、
令
悩
勘
度
度
班
図
、
兵
注
其
条
里
坪

付
町
段
歩
数
、
早
速
一
日
一
日
上
」
、
「
の
重
勘
図
版
、
一
一
日
上
」
、

ω「
望
訪
官
裁
、

被
下
公
件
以
彼
回
、
代
々
図
籍
木
公
験
・
民
部
省
図
勘
等
、
被
裁
定
」
、
帥
「
検

案
内
、
件
回
白
川
者
、
元
医
三
年
絵
図
井
田
籍
之
面
、
既
注
珍
皇
寺
所
領
之
由
」

な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
に
み
ら
れ
る
、
提
出
さ
れ
た

訴
状
や
公
験
に
記
載
さ
れ
た
坪
付
回
数
と
「
国
図
」
・
「
検
田
帳
」
に
月
比
記
さ

れ
た
坪
付
回
数
と
の
勘
合
作
業
は
、
国
田
所
官
人
伺
や
郡
司

ωω
制
伺
帥
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
「
国
田
所
勘
状
」
・
「
郡
司
勘
状
」
が
作
成
さ
れ
、
裁

定
の
重
要
な
証
拠
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
お
い
て
、
前
期
王
朝
国
家
段
階
の
権
門
間
相
論
審
理
手
続
の
中
心

王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

が
、
国
街
の
書
面
審
理
(
公
験
対
校
)
と
「
国
図
」
勘
合
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
こ
の
時
期
の
相
論
裁
定
手
続
と
坂
本
賞
三
氏
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
免
除
領
田
制
が
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

坂
本
氏
が
免
除
領
回
制
と
名
付
け
ら
れ
た
官
省
符
荘
の
不
輸
認
定
手
続
の
要
点

は
、
日
付
国
司
交
替
ご
と
に
荘
園
領
主
は
荘
回
の
坪
付
・
回
数
を
書
き
出
し
収
公

免
除
を
国
司
に
申
請
す
る
、
伺
申
請
を
う
け
た
国
司
は
、
田
所
官
人
に
命
じ
て

申
請
文
書
を
基
準
国
図
と
照
合
さ
せ
、
免
田
面
積
、
現
作
面
積
を
朱
注
し
て
国

司
に
答
申
さ
せ
る
(
田
所
丹
勘
)
、
同
国
司
は
田
所
丹
勘
に
も
と
づ
い
て
免
除

の
国
判
を
与
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
国
街
の
相

論
審
理
手
続
と
き
わ
め
て
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。

前
期
王
朝
国
家
段
階
の
国
家
支
配
の
特
徴
は
、
中
央
政
府
が
各
国
司
に
国
内

支
配
に
お
け
る
行
政
上
の
大
幅
な
裁
量
権
を
委
譲
し
、
中
央
政
府
は
「
諸
国
条

主
さ
や
「
受
領
功
過
定
」
な
ど
を
通
じ
訂
官
接
的
に
国
司
支
配
を
統
制
・
拘

束
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
土
地
政
策
、
対
荘
園
政

策
に
限
っ
て
い
え
ば
、
国
司
は
固
定
さ
れ
た
公
回
数
を
維
持
す
る
た
め
の
検

回
、
勧
良
権
を
全
面
的
に
獲
得
し
、
権
門
寺
社
領
荘
園
に
対
し
て
は
倹
回
、
収

公
、
免
除
を
通
し
て
統
制
を
加
え
、
自
由
な
大
土
地
所
有
の
展
開
を
抑
止
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
規
制
の
枠
内
で
権
門
寺
社
の
荘
園
支
配
を
保
降
、
擁
護
す
る

役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
か
か
る
荘
園
に
対
す
る
国
街
の
規
制
と
保
護
は
、
具

体
的
に
は
「
基
準
国
図
」
に
登
記
、
確
定
位

1
て
い
る
地
租
・
坪
付
・
回
数
を

基
礎
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
(
免
除
領
田
制
)
。
国
-
向
か
実
質
的
相
論
審
理
権

を
有
し
、
審
理
の
客
観
性
を
保
証
す
る
基
準
が
「
基
準
国
図
」
で
あ
る
と
い
う

前
期
王
朝
国
家
段
階
の
相
論
裁
定
手
続
の
特
徴
は
、
荘
園
支
配
に
対
し
て
国
街

五



王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

が
強
力
に
規
制
・
保
護
を
加
え
る
こ
の
時
期
の
対
荘
園
政
策
の
一
環
と
し
て
理

解
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
前
期
王
朝
国
家
段
階
の
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
の
成
立
の
問
題

も
、
延
喜
初
年
の
一
連
の
土
地
制
度
改
革
(
基
準
国
図
の
作
成
、
免
除
領
田

制
、
国
司
検
国
権
の
獲
得
、
国
司
免
判
の
成
立
)
の
一
環
と
し
て
把
揮
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
王

臣
家
が
私
的
に
田
宅
相
論
を
弁
定
す
る
こ
と
を
禁
圧
し
、
国
街
相
論
弁
定
権
を

再
確
立
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
寛
平
八
年
四
月
二
日
官
符
、
土
地
所
有
・
用
益

関
係
を
再
掌
握
す
る
た
め
諸
国
司
に
命
じ
て
全
国
的
規
模
で
土
地
調
査
を
実
施

さ
せ
(
検
問
、
公
験
審
査
に
よ
る
公
団
・
免
田
・
治
団
の
区
分
、
本
主
の
確

定
)
、
そ
の
結
果
を
百
日
以
内
で
言
上
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
延
喜
二
年
三

月
十
三
日
官
符
(
い
わ
ゆ
る
延
菩
荘
国
整
理
令
)
が
そ
の
さ
い
注
目
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
(
句
協
三
)
。

C

判

決

春
日
庄
回
を
め
ぐ
る
相
論
に
お
い
て
、
大
和
国
に
下
し
た
官
宣
旨
は
、
「
奉

勅
、
宣
下
知
国
宰
、
相
対
公
験
、
亦
あ
忌
'D
」
(
傍
線
C
)

と
命
じ
、
そ
れ
を

う
け
た
国
符
は
郡
司
に
「
但
候
九
町
長
卦
岳
之
問
、
其
坪
坪
回
、
暫
不
可
令
耕
作

件
寺
社
人
々
」
(
傍
線
f
)
と
指
令
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
訴
論
人
の
提
出
し

た
公
験
を
審
理
し
、
「
国
図
」
と
の
勘
合
を
終
え
る
と
、
国
街
は
そ
の
結
果
を

太
政
官
に
報
告
し
、
太
政
官
で
は
国
街
が
言
上
し
て
き
た
審
理
記
録
に
よ
っ
て

簡
単
に
覆
審
し
て
「
公
家
裁
定
」
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
判
決
は
官
符
・
官

宣
旨
の
か
た
ち
で
当
事
者
お
よ
び
国
街
に
布
告
さ
れ
、
国
司
に
よ
っ
て
執
行
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
勅
施
入
の
本
免
田
の
場
合
、
右
の
よ
う
に
し
て
判
決
が
下

ム
ノ、

<図 1>前期王朝国家の所領相論裁定手続

(官底勘状)
宣旨ー(明法勘文)

(官問注)
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さ
れ
た
が
、
四
至
内
新
聞
回
や
墾
田
を
論
所
と
し
て
同
郡
に
提
訴
さ
れ
た
場

合
、
国
郡
判
が
判
決
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
帥
「
任
官
省
符
井
本

券
文
、
対
防
彼
此
公
験
、
欲
被
賜
国
判
」
。

後
期
王
朝
国
家
段
階
の
相
論
裁
定
手
続

荘
国
公
領
制
の
本
格
的
形
成
期
に
あ
た
る
一
一
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
に

か
け
て
の
時
期
は
、
権
門
寺
社
相
互
間
の
所
領
相
論
が
激
増
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
相
論
そ
の
も
の
の
性
格
、
形
態
も
変
化
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
相
論
裁

定
手
続
の
う
え
に
も
い
ち
じ
る
し
い
変
化
が
み
と
め
ら
れ
る
。
帥
J
伺
を
一
見

す
る
だ
け
で
、
次
の
三
点
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
傾
向
を
読
み
と
る
こ
と
が
で



き
る
。
第
一
に
、
訴
は
す
べ
て
太
政
官
に
提
起
さ
れ
て
お
り
、
国
ま
た
は
郡
に

提
起
さ
れ
て
い
る
事
例
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
太
政
官
が

受
理
し
た
訴
は
、
す
べ
て
太
政
官
内
部
で
「
官
底
勘
状
」
、
「
明
法
勘
状
」
、
「
官

問
注
記
」
、
「
官
佼
注
文
」
な
ど
種
々
の
審
理
手
段
に
よ
っ
て
裁
定
さ
れ
て
お

り
、
国
街
が
一
個
の
審
理
機
関
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い

う
こ
と
、
第
三
一
に
、
か
か
る
変
化
が
寛
徳
を
そ
う
下
ら
な
い
時
期
に
は
じ
ま
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。
現
象
面
で
確
認
で
き
る
こ
れ
ら
の
諸
点
だ
け

で
も
、
後
期
王
朝
国
家
へ
の
転
換
に
あ
た
っ
て
従
来
の
相
論
裁
定
手
続
に
重
大

な
制
度
的
変
更
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

A

訴

の

開

始

訴
は
、
解
状
ま
た
は
奏
状
の
形
式
で
太
政
官
に
提
起
さ
れ
る
。
解
状
を
受
理

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
論
は
太
政
官
に
係
属
し
、
以
後
の
手
続
は
天
皇
・
摂
関

3
日
以
可
に
し
た
が
い
な
が
ら
直
接
的
に
は
上
卿
の
指
揮
の
も
と
に
進
行
し
て
い

J
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 解
状
を
受
理
し
た
太
同
宿
一
は
、
訴
状
の
内
容
を
引
用
し
て
「
子
細
言
上
」
を

求
め
る
官
宣
旨
(
問
宣
旨
)
を
論
人
に
送
達
し
、
陳
弁
す
る
機
会
を
与
え
る
。

「
問
宣
旨
」
を
う
け
た
論
人
は
、
訴
人
の
主
張
を
論
難
攻
撃
し
、
自
己
の
立
場

を
弁
護
主
張
す
る
陳
状
(
「
宣
旨
詩
文
」
)
を
太
政
官
に
提
出
す
る
。
こ
う
し
て
、

太
政
官
(
そ
の
窓
口
で
あ
る
弁
官
)
を
媒
介
と
し
て
両
当
事
者
の
聞
で
訴
陳
の

応
酬
が
二
度
三
度
と
と
り
か
わ
さ
れ
(
二
度
目
を
訴
状
を
「
重
札
斗
と
い
う
て

そ
の
過
程
で
争
点
が
明
確
に
さ
れ
双
方
の
主
張
と
そ
の
根
拠
が
整
理
さ
れ
て
審

理
が
は
じ
め
ら
れ
る
。
帥
「
長
治
元
年
十
一
月
之
比
、
称
天
台
末
寺
、
放
使
者

難
押
領
、
子
細
経
奏
聞
之
処
、
延
暦
寺
被
下
問
宣
旨
、
以
其
陳
状
、
於
官
庭
被

王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

対
決
文
書
」
は
、
こ
の
過
程
を
簡
潔
に
示
す
史
料
で
あ
る
。

弁
官
が
「
問
宣
旨
」
で
訴
陳
を
媒
介
す
る
後
期
王
朝
国
家
段
階
の
訴
の
開
始

の
あ
り
方
は
、
相
論
の
量
的
増
加
と
も
あ
い
ま
っ
て
弁
官
局
の
役
割
を
飛
躍
的

に
増
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

審

理

陣

定

訴
際
の
応
酬
に
よ
っ
て
両
当
事
者
の

AUE主
張
の
根
拠
が
明
確
に
な
る

と
、
訴
は
公
卿
の
最
高
会
議
で
あ
る
陣
馬
の
審
議
に
付
さ
れ
、
相
論
の
内
容
・

性
格
に
即
し
て
ど
の
よ
う
な
手
続
で
審
理
裁
定
す
べ
き
で
あ
る
か
が
討
議
さ
れ

る。
帥
参
陣
定
、
前
和
泉
守
雅
隆
、
与
藤
原
家
明
、
相
論
大
和
国
領
事
、
宰
相
中

将
、
下
官
、
新
中
納
言
、
召
証
文
重
可
被
比
、
民
部
卿
、
勅
定
、
中
宮
大

扶
一
条
時
勘
状
可
被
害
者
、
定
文
直
付
上
卿
(
計
有
)

帥
大
臣
仰
宮
人
召
取
文
云
、
次
第
下
之
、
史
乗
燭
、
大
弁
開
文
続
之
、
一
、

鴨
御
祖
社
司
与
吉
田
社
司
相
論
御
供
田
四
段
問
、
吉
田
社
司
申
云
、
(
中

略
)
、
鴨
司
申
云
、
(
中
略
)
、
右
宰
相
中
将
成
通
朝
臣
発
語
定
申
云
、

以
両
方
所
進
文
書
、
被
下
法
家
、
理
非
勘
決
後
、
可
被
裁
詐
欺
、
内
大

臣
、
民
部
卿
師
、
新
大
納
言
問
、
右
衛
門
督
齢
、
左
兵
衛
督
時
中
宮
権

大
夫
忠
宗
、
左
宰
相
中
将
師
、
左
大
弁
実
光
等
皆
同
之
、

下
官
独
申
云
、
所
論
賀
茂
吉
田
両
社
司
各
募
於
神
威
、
所
進
長
和
寛
仁
二

歳
符
、
共
出
自
給
吾
一
口
、
理
非
難
決
、
左
右
争
定
、
先
於
官
底
対
問
論
人
、

比
校
官
符
、
其
後
可
被
裁
許
欺
(
日
制
十
五
)

ま
ず
同
で
は
、
す
で
に
「
文
書
対
決
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
作
成
さ
れ
た
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王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

「
官
勘
状
」
が
陣
定
に
提
出
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
ど
の
よ
う
に
裁
定
す
る
か

が
討
議
さ
れ
て
い
る
。
意
見
は
、
村
両
当
事
者
に
「
証
文
」
を
提
出
さ
せ
、
も

う
一
度
文
書
対
決
を
す
る
(
お
そ
ら
く
案
文
に
よ
る
文
書
対
決
だ
っ
た
の
で
、

あ
ら
た
め
て
正
文
を
提
出
さ
せ
て
厳
密
に
審
査
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
て

伺
天
皇
の
裁
定
に
委
ね
る
、
悼
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
る
「
官
勘
状
」
に
も
と

づ
い
て
裁
定
す
る
、
と
三
つ
に
わ
か
れ
た
。

帥
の
御
供
田
四
段
を
め
ぐ
る
鴨
御
祖
社
と
吉
田
社
の
相
論
は
、
双
方
の
訴
陳

状
が
出
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
陣
定
に
も
ち
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
以
後
の

訴
訟
進
行
に
お
い
て
採
用
す
べ
き
審
理
方
式
を
め
ぐ
っ
て
瓦
二
つ
に
意
見
が
わ

か
れ
た
。
内
大
臣
藤
原
宗
忠
は
じ
め
権
中
納
言
源
師
時
を
除
く
出
席
者
全
員

は
、
法
家
に
理
非
を
勘
決
さ
せ
て
(
法
家
勘
文
)
裁
許
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た

の
に
対
し
、
ひ
と
り
源
師
時
だ
け
が
「
論
人
」
を
「
官
底
」
に
召
喚
し
て
対
問

し
(
官
間
注
)
、
双
方
の
提
出
し
た
「
官
符
」
を
「
比
校
」
し
(
官
氏
勘
状
)
、

し
か
る
の
ち
に
裁
許
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
陣
定
の
審
議
の
あ
り
方
か
ら
、
後
期
王
朝
国
家
段
階
で
は
相
論

裁
定
の
た
め
の
単
一
の
審
理
手
続
は
存
在
せ
ず
、
「
官
底
勘
状
」
、
「
明
法
勘

文
」
、
「
官
問
注
」
さ
ら
に
は
「
官
使
注
文
」
な
ど
い
く
つ
か
の
審
理
手
段
が
並

存
し
て
お
り
、
陣
定
で
相
論
の
個
々
の
ケ
l
ス
に
即
し
て
い
か
な
る
手
段
で
審

理
裁
定
す
る
か
が
討
議
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ

に
は
こ
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
公
卿
聞
の
利
害
も
か
ら
ん
で
し
ば
し
ば
厳
し
い

対
立
の
な
か
で
選
択
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
制
で
源
師
時
は
、
他
の
公
卿
が
明

法
勘
文
方
式
を
主
援
し
た
理
由
を
、
「
諸
卿
無
心
併
在
吉
田
方
、
出
H
是
為
氏
人
、

其
程
可
然
鰍
」
と
記
し
て
い
る
。

八

と
も
か
く
、
太
政
官
に
係
属
し
た
相
論
は
、
公
卿
の
最
高
会
議
で
あ
る
陣
定

で
討
議
決
定
さ
れ
た
審
理
方
針
に
も
と

e

つ
い
て
上
卿
の
指
揮
の
も
と
で
進
行

し
、
最
後
に
ま
た
陣
定
で
裁
定
さ
れ
官
宣
旨
(
裁
定
宣
旨
)
で
判
決
が
布
告
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
後
期
王
朝
国
家
段
階
の
陣
定
の
審
議
事
項
の
な
か
で
、
諸
国

中
首
雑
事
と
と
も
に
相
論
が
い
か
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
か
は
、
「
有

堕
北
、
結
語
或
諸
国
条
事
、
或
人
々
訴
訟
」
(
四
一
倍
語
句
)
、
「
申
時
許

参
肉
、
是
依
有
陣
定
也
、
・
:
或
人
々
相
論
卒
、
或
法
家
勘
文
、
又
太
宰
府
解
状

十
余
通
被
会
議
」
(
四
則
空
間
紅
元
年
)
の
記
事
が
よ
く
示
し
て
い
る
。
他
の
雑
多

な
審
議
事
項
が
重
要
で
は
あ
る
が
ま
す
ま
す
定
型
化
・
ス
テ
ロ
化
し
て
い
く
な

か
で
、
量
的
に
も
増
加
し
た
相
論
の
す
べ
て
が
太
政
官
に
も
ち
こ
ま
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
陣
定
は
し
だ
い
に
訴
訟
機
関
と
し
て
の
性
格
を
波
厚
に
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
陣
定
に
お
い
て
相
論
審
副
社
手
続
と
し
て
な
場
す
る
「
官
底
勘

状
」
、
「
別
法
勘
文
」
、
「
官
問
注
」
、
「
官
伎
注
文
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
役

割
を
来
た
し
、
相
互
に
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

官

底

勘

状

帥
「
於
官
底
可
令
沙
汰
是
非
」
(
財
閥
鮒
)
、
伺
「
於
官
底
対
校
左
右
文
書
」
、

帥
「
於
官
庭
被
対
決
文
書
L
、
帥
「
於
官
底
被
比
校
文
書
」
、
制
「
於
官
庭
絞

川
間
決
理
非
」
な
ど
の
常
套
句
が
一
示
す
よ
う
に
、
相
誌
に
お
け
る
審
理
の
中
心
は

「
官
底
」
で
の
「
文
書
対
決
」
で
あ
っ
た
。
上
仰
の
指
示
で
行
わ
れ
る
こ
の

「
文
書
対
決
」
の
結
果
は
、
「
官
底
勘
状
」
の
か
た
ち
で
答
申
さ
れ
る
。
そ
し

て
こ
の
「
官
民
勘
状
」
は
、
た
と
え
ば
制
「
以
仁
平
元
年
、
重
絞
下
立
旨
云
、

任
点
目
砂
め
宣
下
先
泉
」
、
帥
「
先
於
官
底
対
問
論
人
、
比
校
官
符
、
共
後
可
設



裁
詐
欺
」
、
制
「
件
事
官
勘
恥
井
明
法
勘
文
倶
存
、
不
可
別
議
候
飲
」
(
聞
思
…
)

な
ど
の
史
料
が
示
す
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
判
決
の
直
接
の
基
礎
に
な
っ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
た

こ
と
は
な
く
、
閉
山
山
川
氏
も
「
官
勘
状
と
明
法
・
検
非
違
使
勘
文
の
別
に
つ
い
て

は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
」
と
、
深
く
は
追
究
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
二
つ
の
こ
と
が
問
題
に
な
る
と
思
う
。
一
つ
は
「
官
民
勘
状
」
と
し

て
答
申
さ
れ
る
「
文
書
対
決
」
の
内
容
と
役
割
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
「
文

荒
川
対
決
」
を
行
い
「
官
民
同
問
状
」
を
作
成
す
る
機
関
で
あ
る
。

「
官
底
」
で
の
「
文
書
対
決
」
は
、
訴
際
の
応
酬
が
行
わ
れ
た
後
、
日
時
を

決
め
双
方
に
証
文
を
進
上
さ
せ
て
行
わ
れ

M
W
こ
の
「
文
書
対
決
」
の
内
容
に

関
し
て
比
較
的
よ
く
伝
え
て
い
る
史
料
に
、
立
治
七
年
(
一

O
九
一
二
)
十
二
月

廿
五
日
官
立
旨
に
引
か
れ
た
官
民
去
立
，
ぉ
六
年
九
月
十
九
日
勘
状
(
帥
計
一
一
引
一
)

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
「
寺
家
所
逃
宜
綱
文
書
」
に
対
し
て
、
「
但

無
国
与
判
、
不
副
直
文
書
」
、
「
而
件
絹
七
疋
字
頗
似
他
筆
」
、
「
件
字
同
似
他

筆
」
、
「
端
奥
之
枚
、
傾
似
別
紙
、
随
亦
続
日
年
号
之
処
、
然
訪
印
」
な
ど
の
悶

注
が
加
え
ら
れ
、
「
件
等
条
非
無
疑
殆
」
と
判
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て

「
保
房
所
進
文
書
」
(
こ
れ
は
手
純
文
主
で
あ
る
)
に
つ
い
て
は
、
「
郷
郷
司

与
判
」
、
「
読
国
判
」
、
「
共
由
国
郡
司
弁
在
地
万
祢
等
加
一
託
署
」
と
正
当
な
手
続

で
処
分
・
売
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
三
回
に
わ
た
っ
て
保
房

の
領
掌
を
正
当
と
す
る
宣
旨
H
H
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
如
件
等

文
者
、
保
房
相
伝
領
掌
之
趣
、
似
無
疑
殆
」
、
「
謂
其
相
承
、
似
然
違
乱
」
と
判

定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
官
底
」
で
の
「
文
書
対
決
」
と
は
、
訴
論
人
の
所

送
文
書
に
つ
い
て
、
与
判
・
読
印
の
有
無
、
筆
跡
、
改
鼠
の
有
無
、
料
紙
な

主
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

ど
に
わ
た
っ
て
厳
密
に
真
偽
鑑
定
を
行
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
所
進
文
書

が
官
符
宣
旨
の
場
合
、
「
旦
尋
出
彼
文
引
一
回
、
且
就
官
同
伴
符
案
、
可
被
決
真
偽

会
」
(
川
田
町
一
一
)
、
帥
「
符
案
凶
行
在
官
民
、
被
比
校
時
真
偽
無
其
隠
欽
」
な
ど
に

明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
官
民
」
に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
符
案
」
(
官
符
宣
旨
の

案
文
)
と
照
合
し
て
真
偽
鍛
定
が
行
わ
れ
た
。

克
治
六
年
の
官
民
勘
状
で
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
第
一
に
律
令
格
式
を

援
用
し
た
法
律
的
判
断
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
文
書
そ
の
も
の
の
冥
偽

氏
定
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
が
後
述
す
る
明
法
勘
文
と
決
定

的
に
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
但
突
遠
、
信
良
等
処
分
文
、
依
為
案

文
、
陥
難
弁
決
、
役
相
尋
彼
正
文
、
可
有
裁
定
飲
」
、
「
且
被
尋
問
子
細
、
立
召

彼
処
分
正
文
、
下
給
法
家
、
可
被
勘
決
歎
」
と
、
正
文
保
持
者
と
目
さ
れ
る
人

物
の
証
人
尋
問
(
官
問
注
文
法
家
に
よ
る
正
文
勘
決
(
明
法
勘
文
)
に
よ
っ

て
さ
ら
に
厳
密
な
審
理
を
行
う
よ
う
助
申
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
官
民
勘
状

は
、
審
理
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
を
も
含
み
、
以
後
の
審
理
方
式
を
大
き
く
規

定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

で
は
、
こ
の
「
文
書
対
決
」
は
ど
こ
で
行
わ
れ
、
「
官
民
勘
状
」
は
い
か
な

る
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る

う
え
で
鎚
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
無
規
定
の
ま
ま
使
っ
て
き
た
「
官
底
」
の

語
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
官
底
」
の
誌
を
い
く
つ
か
拾
っ
て
み
よ
う
。

。
就
符
案
被
尋
問
官
底
本
省
、
何
有
其
隠
倒

。
件
十
三
通
文
書
、
沼
早
島
、
未
返
賜
本
寺
会
(
川
一
1

日
巴
∞
日
)

。
玉
総
柏
法
家
勘
文
在
骨
骨
(
併
出
川
-
J

。
仰
云
、
河
内
守
任
装
印
之
後
、
暫
可
令
候

E之
事
仰
日
上
(
琵
刊
誌

ゴL
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て
(
下
向
井
)

同
計
五
)

0

左
中
弁
釆
言
、
大
詐
会
事
官
島
鉱
山
前
例
文
者
(
紐
定
時
制
八
年
)

。
左
頭
中
将
下
給
穣
収
申
延
任
文
、
須
下
給
官
骨
令
統
文
(
語
担
問
縦
一
一
年
)

。
亦
一
去
、
東
大
寺
歎
別
当
観
真
放
返
抄
事
、
彼
侍
読
返
抄
者
、
同
国
二
枚
、

雨
宮
抄
也
、
:
・
余
云
、
彼
時
観
真
署
印
文
候
点
目
島
鰍
(
諸
説
話
続
四
年
)

。
符
案
皆
在
官
底
、
被
比
校
時
真
偽
無
其
隠
飲
刷

。
於
事
切
了
害
者
、
尤
可
候
骨
骨
歎
(
宮
崎
蒜
佳
一
昨
)

右
の
用
例
か
ら
、
「
官
底
」
が
「
符
案
」
・
「
証
文
」
・
「
明
法
勘
文
」
・
「
任
符
」

・
「
大
特
会
前
例
文
」
・
「
(
封
戸
物
)
返
抄
」
・
「
延
任
文
統
文
」
・
「
事
切
了
書
」

(
審
議
完
了
の
一
件
記
録
)
な
ど
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
膨
大
な
官
文
書
群

を
収
蔵
す
る
収
蔵
庫
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

か
か
る
官
文
書
群
の
収
蔵
庫
と
い
え
ば
、
弁
官
局
が
管
理
す
る
「
官
文
殿
」

を
お
い
て
他
に
あ
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
官
文
段
は
「
年
中
所
給
宣
旨
官
符
本

書
草
案
及
臨
時
所
々
行
事
記
文
等
、
全
納
文
段
、
須
令
勘
抄
」
(
常
時
叫
控
八
蹄

ト
間
)
の
記
事
に
み
え
る
よ
う
に
、
「
宣
旨
官
符
」
・
「
行
事
記
文
」
な
ど
お
よ

そ
太
政
官
が
一
年
間
に
作
成
す
る
す
べ
て
の
文
書
を
収
蔵
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

《

n〉
(

幻

}

の
文
書
は
文
段
長
案
・
続
文
・
例
文
の
か
た
ち
に
整
理
さ
れ
、
「
朝
儀
」
の
参

考
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
「
毎
有
朝
儀
巳
備
拠
勘
、
尤
為
要
須
」

顎
謀
説
也
七
時
計
旨
永
)
。
と
す
れ
ば
、
「
官
底
」
と
は
「
官
文
殴
」
に
ほ
か
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
想
定
は
次
の
史
料
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

帥
余
申
云
、
天
台
四
歪
定
有
官
符
鉄
、
可
令
尋
勘
彼
官
符
、
:
・
又
官
符
長
案

在
骨
骨
鍬
(
位
一
制
廿
)

O 

経
頼
云
、
天
台
四
至
官
符
令
尋
わ
勤
、
不
能
尋
出
(
区
制
廿
)

こ
こ
に
み
え
る
「
官
符
長
案
在
官
底
歎
」
と
い
う
諮
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る

「
令
尋
文
殿
、
不
能
尋
出
」
と
い
う
答
申
は
同
じ
事
柄
に
つ
い
て
で
あ
る
か

ら
、
右
の
記
事
か
ら
「
官
底
」
が
「
官
文
殿
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
は

戸入、。

千
九

t
v以

上
、
「
官
底
」
の
語
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
領
相
論
の
審
理
の

中
心
で
あ
る
「
文
書
対
決
」
が
、
官
符
案
文
や
過
去
の
審
理
記
録
(
事
切
了

者
)
を
保
管
し
て
い
る
「
官
文
殿
」
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
文
書
対
決
」
は
「
官
底
勘
状
」
の
か
た
ち
で
答
申
さ
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
「
官
底
」
は
「
文
書
対
決
」
を
行
い
「
勘
状
」
を
作
成
・
答
申

す
る
文
書
審
理
機
関
と
し
て
の
側
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
官
文
殿
に

つ
い
て
『
延
喜
式
』
(
猷
鵡
)
に
は
「
凡
左
右
文
殿
公
文
者
、
史
一
人
永
勾
当
、
其

預
左
右
史
生
各
二
人
、
毎
年
二
月
相
替
」
と
あ
り
、
ま
た
『
西
宮
記
』
(
制
計
一
巳
)

に
「
官
文
殿
別
当
史
4
4
M

一
駄
目
浦
一
闘
い
こ
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
官
文
段
は
た
ん
に

収
蔵
庫
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
文
殿
別
当
」
(
大
夫
史
が
担
当
)
、
「
預
」

(
史
生
が
担
当
)
、
「
佼
問
」
な
ど
弁
官
局
に
所
属
す
る
専
属
職
員
を
有
す
る
機

関
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

朝
廷
の
行
事
・
儀
式
を
執
行
し
、
諸
国
諸
司
諸
寺
社
諸
人
か
ら
太
政
官
に
提

出
さ
れ
る
種
々
雑
多
な
申
請
(
報
告
・
陳
情
・
許
認
可
申
請
等
)
を
決
裁
す
る

場
合
、
上
卿
は
行
事
や
申
請
の
内
容
に
応
じ
て
関
係
諸
司
清
道
に
先
例
そ
の
他

を
勘
申
さ
せ
、
執
行
や
決
毅
の
参
考
資
料
に
す
る
の
で
あ
石
川
か
、
な
か
で
も
膨

大
な
官
文
書
を
類
別
保
管
し
て
い
る
弁
官
の
勘
申
事
務
は
き
わ
め
て
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
が
恥
記
録
に
「
官
勘
申
」
の
記
事
が
散
見
さ
科
、

v

い
く
つ
か
の
「
官



文
殿
勘
文
」
の
実
例
が
残
っ
て
い
お
、
か
か
る
勘
中
事
務
を
担
当
し
た
の
が

ほ
か
な
ら
ぬ
「
文
殿
別
当
」
、
「
預
」
ら
弁
官
局
の
文
段
専
属
職
員
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
『
伝
宜
草
』

(F肝
)
の
「
弁
官
史
生
」
の
項
の
宣
旨
発
給
手
続
を
み
る

と
、
上
仰
が
弁
官
に
先
例
を
調
査
報
告
さ
せ
る
「
官
勘
申
」
が
「
文
殿
勘
文
」

に
依
犯
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ま
、
官
文
殿
勘
文
の
実
例
か
ら
文
書
形

式
を
一
般
的
に
一
不
す
な
ら
、

文
段勘・・・・・・・

.......... -事

右
宜
勘
申
先
例
者
、
引
勘
文
簿
之
処
、

-
j
i
-
-
:・j
i
-
-
:
:
:品
川
勘
申
、

年

月

日

右

史

生

某

左
史
生
某

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
差
出
人
の
左
右
史
生
が
勘
文
を
作
成
し
た
官
文
段
預

で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
「
官
民
」

l
「
官
文
殿
」
が
、
そ
こ
に
者
抗
さ
れ
た
膨
大

な
官
文
書
に
よ
っ
て
先
例
を
助
申
す
る
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
思

う
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
相
論
に
お
け
る
「
官
底
勘
状
」
も
ま
た
「
官
勘
申
」

と
し
て
答
申
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
の
は
、

帥
仰
云
、
早
以
先
日
返
給
憲
一
皮
朝
臣
後
家
之
公
験
、
於
官
底
可
令
沙
汰
是
非

者
(
財
閥
制
)

官
勘
申
榎
並
庄
四
至
内

n
l
u
(訪
問
U
…

)

と
い
う
連
続
す
る
二
つ
の
記
事
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
官
底
勘
状
」
は
、
官

文
殴
職
員
が
勘
申
す
る
「
官
文
殿
勘
文
」
の
特
殊
な
一
形
態
で
あ
っ
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
官
文
殿
職
員
が
勘
申
す
る
多
様
な
事
項
の
う
ち
、
性

王
朝
国
家
体
制
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権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
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質
上
は
や
く
か
ら
定
型
化
・
ス
テ
ロ
化
が
進
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
行
政

上
の
申
請
事
項
や
行
事
に
関
す
る
も
の
は
、
統
文
な
ど
に
よ
り
つ
つ
先
例
を
勘

中
す
る
官
文
殿
勘
文
と
い
う
形
式
を
と
り
、
一
方
つ
ね
に
問
題
が
個
別
的
で
利

害
が
鋭
く
対
立
し
ス
テ
ロ
化
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
相
論
に
お
け
る
「
文
書
対

決
」
の
勘
申
は
、
と
く
に
他
か
ら
区
別
さ
れ
て
「
官
底
勘
状
L

と
い
う
形
式
を

と
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
論
述
か
ら
、
相
論
審
理
の
中
心
で
あ
る
「
文
書
対
決
」
が
「
文

殿
別
当
」
、
「
預
」
ら
弁
官
局
の
実
務
職
員
に
よ
っ
て
、
官
文
殿
に
蓄
積
さ
れ
て

い
る
関
係
書
類
と
照
合
し
つ
つ
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
「
官
底
勘
状
」
と
し
て

上
卿
に
勧
申
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
相
論
の
増
加
に
と
も
な
い
、

弁
官
l
文
殿
は
ま
ず
ま
ず
「
文
書
対
決
」
機
関
と
し
て
の
役
割
を
増
大
さ
せ
て

い
く
の
で
あ
る
。

明

法

勘

文

寛
治
六
年
九
月
十
九
日
官
底
勘
状
帥
は
、
「
且
召
彼
処
分
正
文
、
下
給
法

家
、
可
被
勘
決
飲
」
と
勘
申
し
て
い
る
。
官
文
殿
か
ら
徴
す
る
官
底
勘
状
と
は

別
個
に
明
法
家
に
勘
申
さ
せ
る
明
法
勘
文
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
帥

「
任
法
家
勘
文
井
前
皇
太
后
宮
職
契
状
、
為
鴨
御
祖
社
領
」
、
帥
「
以
両
方
所

進
文
書
、
被
下
法
家
、
理
非
勘
決
後
、
可
被
裁
許
鍬
」
な
ど
の
記
事
が
示
す
よ

う
に
、
明
法
勘
文
は
官
底
勘
状
と
同
じ
く
判
決
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
相
論
審
理
に
お
け
る
明
法
勘
文
と
官
底
勘
状
と
は
い
か
な
る
関

係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
具
体
例
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

帥
摂
津
国
長
渚
御
厨
を
め
ぐ
る
鴨
御
祖
社
と
故
皇
太
后
宮
職
の
相
論
は
、
康

和
四
年
(
一
一

O
一
一
)
と
同
五
年
の
二
度
に
わ
た
る
明
法
博
士
中
原
範
政
勘
状
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を
基
礎
に
裁
定
さ
れ
た
。
こ
の
相
論
は
、
職
家
が
東
大
寺
の
要
請
を
う
け
て
以

前
に
鴨
御
祖
社
領
栗
栖
野
郷
田
と
相
博
し
た
長
渚
御
厨
の
悔
還
を
請
求
し
た
も

の
で
あ
る
。
職
家
の
訴
に
対
し
鴨
御
祖
社
司
惟
季
は
、
「
今
尋
律
条
、
買
馬
牛

立
券
之
後
、
有
旧
病
者
、
三
日
内
聴
悔
者
、
拠
此
文
、
至
馬
牛
者
、
売
買
之
後

有
旧
病
日
、
雌
有
悔
法
、
於
他
物
者
、
無
有
悔
法
、
以
此
謂
之
、
職
家
之
訴
似

無
理
致
」
と
雑
律
を
援
用
し
て
職
家
の
返
還
請
求
の
不
当
性
を
主
張
し
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
明
法
博
士
範
政
は
、
「
延
暦
十
四
年
四
月
廿
七
日
格
」
、
「
義

解
」
、
「
雑
律
」
を
引
用
し
て
「
売
買
之
後
報
不
可
改
正
也
」
、
「
売
買
畢
之
後
、

不
可
悔
還
」
と
い
う
判
断
を
一
不
し
、
鴨
社
の
主
張
を
支
持
す
る
勘
状
を
提
出
し

て
い
る
。

M
W
大
和
国
山
口
、
相
模
国
早
川
庄
の
相
続
を
め
ぐ
る
大
江
仲
子
と
同
有
経
の

相
論
に
お
け
る
明
法
勘
文
は
、
「
山
口
、
早
川
庄
牧
等
、
公
仲
初
譲
与
有
経
、

後
改
宛
他
子
、
如
一
円
h
v
b
卦
者
、
処
分
之
後
不
悔
還
法
、
依
骨
骨
b
h
x
者
、
子

孫
不
可
違
執
教
令
、
然
者
公
仲
設
政
改
定
、
有
経
堂
可
述
執
哉
、
委
有
経
所
近

公
仲
惣
処
分
目
録
案
云
、
依
経
広
之
命
、
処
分
有
経
了
、
一
一
日
件
目
録
、
依
為
案

文
、
難
備
勘
決
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
遺
領
相
続
と
悔
還
の

問
題
を
明
法
勘
文
は
コ
戸
律
之
説
」
と
「
悶
律
之
文
」
を
援
用
し
て
解
釈
し
よ

う
と
試
み
て
い
る
。

制
保
安
四
年
(
一
一
二
三
)
九
月
十
二
日
、
伊
賀
国
玉
瀧
机
内
柄
回
、
予

野
、
真
木
山
三
ケ
村
を
め
ぐ
る
東
大
寺
と
国
司
・
平
忠
盛
の
相
論
に
お
い
て
徴

さ
れ
た
明
法
勘
状
は
、
「
養
老
七
年
格
」

(
H
H

三
世
一
身
之
法
)
、
「
天
平
十
五

年
格
」

(
1墾
田
永
世
私
財
法
)
を
根
拠
に
「
国
司
之
収
公
、
忠
盛
之
虜
領
」

の
不
当
性
を
主
張
す
る
寺
解
に
対
し
、
格
を
引
用
し
た
部
分
に
「
方
今
引
検
格

条
、
無
有
相
違
」
と
い
う
勘
判
を
付
し
、
全
体
と
し
て
は
「
寛
平
八
年
四
月
二

日
格
L

、
「
続
日
本
紀
第
十
云
、
天
平
元
年
十
一
月
笑
己
、
太
政
官
官
一
ど
を
引
用

し
て
勘
判
を
加
え
て
い
る
。

右
の
三
つ
の
事
例
か
ら
、
と
く
に
明
法
勘
文
が
徴
さ
れ
る
の
が
い
か
な
る
性

格
の
相
論
で
あ
っ
た
か
が
ほ
ぼ
察
せ
ら
れ
よ
う
。
同
伺
は
悔
還
を
請
求
す
る
相

論
で
あ
り
、
制
は
造
財
処
分
、
相
続
を
め
ぐ
る
相
論
、
同
制
は
訴
限
状
が
自
己

の
主
張
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
律
令
格
式
を
援
用
し
て
い
る
相
論
、
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
相
論
に
共
通
し
て
指
摘
で
き
る
点
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
所
進
文
書

の
真
偽
鑑
定
だ
け
で
は
裁
定
し
え
な
い
性
格
の
相
論
で
あ
り
、
裁
定
の
た
め
律

令
格
式
を
根
拠
と
す
る
法
解
釈
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
明
法
家
か
ら
明
法
勘
文
を
徴
す
る
の
は
、
前
記
の
如
き
明
法
家
の

法
解
釈
を
不
可
欠
と
す
る
特
殊
な
所
領
相
論
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
証
文
の
真
偽
鈴
定
に
よ
っ
て
解
決
し
う
る
相
論
の
場
合
、
も
つ
ば
ら

「
官
民
勘
状
」
に
も
と
づ
い
て
裁
決
さ
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

な
お
、
明
法
勘
文
に
は
罪
名
勘
文
、
若
拭
勘
文
、
役
暴
勘
文
な
ど
径
・
4

あ

り
、
所
領
相
論
に
関
す
る
も
の
は
広
汎
な
目
的
で
徴
さ
れ
る
明
法
勘
文
の
ほ
ん

の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。

dr山
下
明
法
勘
文
が
前
期
王
朝
国
家
段
階
か
ら
存
在
し
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

官

問

注

記

官
底
勘
状
、
明
法
勘
文
と
と
も
に
裁
定
の
基
礎
に
な
っ
た
も
の
に
「
官
問
注

記
」
が
あ
る
。

既
述
し
た
藤
原
保
房
と
金
峯
山
寺
・
大
中
巨
立
網
の
相
論
に
お
い
て
も
「
官

問
注
」
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
文
書
対
決
の
結
果
、
保
房
相
伝
文
書
は
「
疑



殆
」
な
し
と
判
断
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
案
文
だ
っ
た
の
で
官
底
勘
状
は
「
陪
難

弁
決
、
役
相
尋
役
正
文
、
可
有
裁
定
紋
」
と
答
申
し
た
。
そ
こ
で
保
房
の
兄
隆

経
に
所
領
を
売
与
し
た
当
麻
三
子
を
召
喚
し
、
伝
領
か
ら
治
却
ま
で
の
経
緯
や

立
洞
の
主
張
の
真
偽
に
つ
い
て
尋
問
し
た
の
が
、
「
官
問
注
当
麻
三
子
申
詞

(宜】

記
」
で
あ
る
。
こ
の
当
麻
三
子
の
申
詞
に
よ
っ
て
、
「
延
綱
領
掌
似
無
理
致
」

と
官
底
勘
状
の
判
断
を
再
確
認
し
、
「
停
止
金
峯
山
寺
妨
、
令
保
房
領
知
」
と

い
う
内
容
の
判
決

l
宣
旨
・
か
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
例
あ
.
け
れ
ば
、
天
承
元
年
(
一
一
三
一
)
の
鴨
御
祖
社
と
吉
田
社
と

の
相
論
に
お
け
る
陣
定
で
、
源
師
時
は
「
所
論
賀
茂
吉
田
社
者
司
各
募
於
神

威
、
所
進
長
和
克
仁
二
歳
符
、
共
出
総
言
、
理
非
難
決
、
左
右
争
定
、
先
於
官

底
対
問
論
人
、
比
校
官
符
、
共
後
可
校
裁
詐
欺
」
と
述
べ
て
い
る
帥
。
双
方
と

も
に
「
官
符
」
を
基
礎
に
領
知
権
を
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
書
面
だ
け

で
は
「
理
非
難
決
」
と
し
て
訴
論
人
の
「
対
問
」
を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
二
例
か
ら
、
「
官
問
注
」
は
、
官
文
殿
の
文
書
対
決
H
H
官
底
勘
状
だ
け

で
は
審
理
不
十
分
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
そ
れ
を
補
う
た
め
直
接
当
事

者
ま
た
は
証
人
を
太
政
官
に
召
喚
し
て
尋
問
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

官
問
注
も
文
書
対
決
と
同
様
弁
官
局
の
職
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
『
新
任

弁
官
抄
』
(
間
物
語
苛
)
の
「
官
問
注
」
に
よ
れ
ば
、

訴
訟
決
断
之
類
無
止
大
事
、
弁
官
奉
勅
就
問
其
所
、
官
庁
中
可
然
之
所

也
、
或
可
然
諸
司
屋
弁
一
人
大
夫
史
文
章
生
史
糊
苛
史
生
等
活
座
、
召
人

臨
品
秩
設
座
、
弁
問
之
、
史
記
之
、
問
日
記
清
書
、
了
弁
以
下
加
署
名
、

訴
人
同
署
、
加
両
方
文
書
申
上
之
、
:
・
常
途
-
一
ハ
史
許
所
着
問
也
、
非
大

王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

事
者
弁
不
着
之
、

と
あ
る
。
官
問
注
が
「
官
庁
中
可
然
之
所
」
か
「
可
然
諾
司
屋
」
で
、
弁
・
大

夫
史
・
文
章
史
・
史
生
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
(
弁
が
尋
問
し
、
史
が
筆

録
)
、
召
人
の
身
分
に
よ
っ
て
座
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き

は
、
弁
が
出
席
す
る
の
は
「
大
事
」
の
と
き
だ
け
で
「
常
途
」
の
場
合
大
夫
史

以
下
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
夫
史
が
尋
問
し
史
生
が
召
人
の
答
弁
を
筆

録
し
た
の
が
「
官
問
注
中
詞
記
」
で
あ
る
。
「
官
問
注
」
は
「
文
書
対
決
」
と

同
様
、
弁
官
局
の
文
殿
専
属
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
官
問

注
は
後
期
王
朝
国
家
段
階
に
入
っ
て
は
じ
め
て
出
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
以

前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
所
領
相
論
だ
け
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
わ
け
で
も

戸弘、。

ヰむし
1
3
u
v

官

使

注

文

論
所
の
検
注
が
必
要
な
場
合
、
太
政
官
は
直
接
官
伎
を
派
遣
し
て
検
注
さ

せ
、
前
期
王
朝
国
家
段
階
の
よ
う
に
国
郡
機
関
に
委
ね
る
こ
と
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
寛
治
五
年
(
一

O
九
一
)
に
は
じ
ま
る
東
寺
と
成
願
寺
の
川
合

荘
を
め
ぐ
る
相
論
で
は
、

帥
任
官
使
井
大
神
宮
注
文
両
方
調
度
文
書
等
、
令
勘
申
彼
此
理
非
、
:
・
如
官

使
注
文
者
、
何
在
国
於
注
論
田
之
時
、
膝
下
成
願
寺
之
使
、
己
兎
到
来
寺

之
使
(
4一
一
叶
八
)

と
あ
る
。
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
官
使
が
相
論
当
事
者
の
使
を
論
所
に
召
喚
し
検

注
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
た
官
使
注
文
が
訴
論
人
の
提
出
し
た
調
度
文

書
と
と
も
に
理
非
勘
決
の
も
っ
と
も
有
力
な
証
拠
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
事

例
に
、
天
仁
一
万
年
(
一
一

O
八
)
六
月
九
日
の
陣
定
で
「
官
使
注
進
大
神
宮
神



王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

戸
伊
賀
国
六
ケ
山
与
興
福
寺
末
寺
伝
法
院
領
相
論
事
、
太
神
宮
領
頗
有
理
鍬
」

と
定
め
ら
れ
、
官
使
注
文
が
判
決
の
有
力
な
判
断
根
拠
に
な
っ
て
い
る
事
実
が

あ
る
帥
。

官
使
注
文
が
、
官
底
勘
状
や
明
法
勘
文
と
と
も
に
杷
論
裁
定
の
基
礎
に
な
っ

て
い
る
事
例
は
他
に
も
倒
「
任
勅
書
絵
図
官
使
注
文
官
勘
状
等
、
被
免
除
摂
津

国
河
辺
郡
字
猪
名
庄
田
四
至
内
田
昌
等
」
(
評
臼
ア
ハ
)
、
「
件
庄
者
、
任
天
平
勅

施
入
井
忠
骨
骨
齢
、
元
永
官
底
勘
状
、
公
卿
合
議
、
代
代
国
司
裁
判
等
、
如
旧

可
為
寺
領
之
内
、
去
久
安
三
年
被
下
宣
旨
了
」
(
盟
諸
叶
四
日
)
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

官
使
検
注
は
所
領
相
論
に
お
い
て
つ
ね
に
行
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
官
伎
が
論
所
の
検
注
に
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
双
方
の
所
進
文
書
の
証
拠
能

力
は
み
と
め
ら
れ
る
も
の
の
、
帥
「
件
両
寺
相
論
之
地
、
互
注
坪
付
、
須
致
其

訴
也
、
然
而
不
注
条
里
坪
付
、
陪
称
往
古
領
地
」
「
相
論
之
地
難
知
坪
付
」

(
4
一
ヰ
八
)
の
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
論
所
の
坪
付
が
不
明
確
だ
っ
た
り
し
て
、

文
書
対
決
、
官
問
注
な
ど
で
は
正
確
な
判
断
が
下
せ
な
い
場
合
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

判

決

判
決
は
陣
定
の
審
議
を
経
て
「
官
宣
旨
」
〈
「
裁
定
宣
旨
」
〉

事
者
お
よ
び
所
管
国
街
に
対
し
て
布
告
さ
れ
る
。

帥
左
弁
官
下
伊
賀
国

応
任
応
徳
元
年
宣
旨
、
停
止
大
中
臣
宣
綱
妨
、
令
藤
原
保
房
領
挙
管
名

張
郡
内
字
矢
河
・
中
村
所
領
事

右
、
・
:
権
大
納
言
源
朝
臣
師
忠
宣
、
奉

c 

の
形
式
で
、
当

勅
、
宜
仰
彼
国
司
、
停
止
宣
綱

四

(
関
脱
カ
)

妨
、
任
去
応
徳
一
万
年
宣
旨
、
令
藤
原
保
領
掌
者
、
国
宜
承
知
、
依
宣
行
之

(
目
弓
引
四
)

こ
れ
が
判
決
文
の
典
型
で
あ
る
が
、
宛
所
が
国
司
で
あ
っ
て
も
国
司
が
判
決

を
執
行
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
判
決
は
「
任
先
宣
旨
、
如
本
保
房
可
領
掌

之
由
、
被
下
宣
旨
畢
、
随
光
季

(
H官
使
部
)
為
使
罷
向
件
在
地
、
令
下
知

宣
旨
之
問
、
金
峯
山
寺
先
達
法
師
原
、
率
数
多
従
類
、
不
承
引
件
宣
旨
」
(
開
4

巴
0
)
と
い
う
関
連
史
料
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
太
政
官
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官

伎
に
よ
っ
て
布
告
・
執
行
さ
れ
て
い
る
。
判
決
が
官
使
に
よ
る
執
行
な
し
に
は

実
効
性
を
有
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
同
「
任
先
宣
旨
、
停
止
彼
此
妨
、
可
領
掌

寺
家
旨
、
重
被
下
宣
旨
了
、
雌
然
依
不
被
差
下
官
使
、
未
致
其
沙
汰
」
の
記
事

が
端
的
に
示
し
て
い
る
。
官
使
に
よ
る
立
券
が
す
な
わ
ち
判
決
の
執
行
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

後
期
王
朝
国
家
段
階
に
入
っ
て
与
え
ら
れ
た
裁
定
宣
旨
が
、
他
者
の
侵
害
に

対
し
て
領
有
権
を
翠
固
に
保
証
し
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
伺
「
望
詰
天
恩
、
早

任
前
宣
旨
状
、
被
下
遺
官
使
、
停
止
国
房
朝
臣
横
妨
」
、
制
「
望
詰
天
裁
、

被
下
宣
旨
、
任
b
か
回
目
、
賜
宮
使
、
致
沙
汰
」
(
評
ヰ
「
三
)
な
ど
、
訴
人
が
も
ち

だ
す
最
高
の
根
拠
が
過
去
の
施
入
の
事
実
で
は
な
く
最
近
の
相
論
に
お
け
る
裁

定
宣
旨
で
あ
り
、
中
央
政
府
の
裁
定
の
恨
拠
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
期
王
朝
国
家
段
階
で
は
、
裁
定
宣
旨
が
「
規
模

之
証
文
」
と
し
て
判
決
の
客
観
的
根
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
後
期
王
朝
国
家
段
階
で
は
中
央
政
府
が
相
論
裁
定
を
通
じ
て
荘

公
開
あ
る
い
は
荘
園
相
互
間
の
領
有
関
係
を
確
定
し
、
荘
園
公
領
制
的
関
係
を

創
出
し
て
い
く
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
伺
「
但
彼
寺



称
勅
施
入
、
此
庄
又
官
省
符
也
、
雄
有
先
格
、
依
後
符
被
改
易
、
最
前
之
例

也
、
然
則
早
投
下
宣
旨
、
将
随
裁
断
」
、
帥
「
元
来
為
寺
領
者
、
不
従
改
易

之
由
、
具
子
格
制
也
、
・
:
但
新
下
給
言
、
被
検
注
之
地
者
、
須
仰
当
時
之

設
定
」
、
伺
「
後
符
破
先
符
者
例
也
、
望
託
、
長
者
殿
下
殺
、
任
次
第
文
苫

理
、
早
令
停
止
有
経
之
妨
、
可
令
仲
子
領
掌
之
由
、
被
下
宣
旨
L

、
帥
「
早

付
社
領
寺
領
各
本
券
文
、
近
下
御
使
、
被
改
別
四
至
勝
示
者
、
永
為
神
寺
領
後

代
公
験
歎
」
な
ど
の
一
連
の
事
例
か
ら
、
中
央
政
府
の
相
論
裁
定
が
、
「
宣

旨
」
に
も
と
づ
く
官
伎
の
四
至
勝
一
示
を
通
じ
て
、
現
状
か
ら
遊
離
し
つ
つ
あ
る

前
期
王
朝
国
家
段
階
の
固
定
さ
れ
た
領
有
秩
序
(
「
基
準
国
図
」
の
公
団
・
免
田

記
載
)
を
積
極
的
に
清
算
し
、
現
状
に
即
し
た
新
た
な
領
有
秩
序
を
形
成
し
て

官底勧状
宣旨一明法勧文

官悶注

骨一一一文書の伝達ルート

①~⑦文書伝達の順序

o/z=使者の現地派遣

書面審理だけで十分な均合、一ーより下の手続は
省略される。

<図n>後期王朝国家の所領相論裁定手続

い
く
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
十
分
に
う
か
が
え
る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
、
後
期
王
朝
国
家
段
階
の
相
論
裁
定
手
続
の
問
題

は
、
こ
の
時
期
の
中
央
政
府
の
対
荘
園
政
策
と
の
関
連
で
と
ら
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
本
格
的
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と

に
し
、
こ
こ
で
は
今
考
え
て
い
る
構
想
を
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

後
期
王
朝
国
家
段
階
に
入
っ
て
注
目
さ
れ
る
土
地
政
策
上
の
転
換
と
し
て
、

国
司
検
田
権
と
免
除
領
田
制
に
象
徴
さ
れ
る
国
司
に
よ
る
荘
園
統
制
の
弛
緩

と
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
出
現
す
る
国
司
初
任
例
状
官
符
会
長
日
)
に
も
と
づ
く
官

伎
に
よ
る
一
国
検
注
と
荘
公
区
分
の
確
定
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
新
任
国
司
の
申
請
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
る
官
使
の
検
注
・
立
券
を
通
じ
て
、

中
央
政
府
は
直
接
荘
園
に
対
し
て
統
制
・
保
護
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
、
国
街

独
自
の
荘
園
統
制
緩
は
事
実
上
中
央
政
府
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
相
論
裁
定
手
続
に
お
い
て
、
国
笥
か
審
理
権
を
喪
失
す
る
の
も
、
か
か
る

政
府
の
対
荘
園
政
策
転
換
の
所
産
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
相
論
裁
定
を
含

む
対
荘
園
政
策
転
換
の
画
期
を
、
私
は
寛
徳
荘
園
整
理
令
と
そ
れ
に
つ
づ
く
延

久
荘
園
整
理
令
に
求
め
た
い
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
「
抑
寛
徳
己
往
団
地
園

園
、
以
国
司
判
申
請
之
輩
、
各
蒙
裁
許
、
傍
例
多
存
、
:
・
然
而
諸
国
宰
吏
偏
事

対
拝
、
不
済
封
戸
、
収
公
寺
領
、
・
:
因
廿
以
前
別
当
永
観
注
摂
津
国
猪
名
庄
、
如

本
図
免
立
之
由
、
経
奏
聞
之
時
、
追
突
検
使
勘
勃
子
細
之
処
、
四
至
内
併
可
為

宇
骨
-bhr、
骨
骨
弗
あ
わ
骨
し
N
t
T
恥
骨
骨
骨
骨
子
L
U
」
(
4
畑
一
川
一
一
)
を
あ
げ
て
お

」
F

』
久
ノ
。こ

の
問
題
と
関
連
し
て
、
後
期
王
朝
国
家
段
階
の
土
地
政
策
を
象
徴
す
る
と

思
わ
れ
る
官
使
の
派
遣
目
的
を
分
類
し
て
み
る
と
、

王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
ハ
下
向
井
)

五



王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

付
国
司
初
任
例
状
官
符
(
宣
旨
)
に
も
と
づ
く
一
国
検
注
〔
荘
公
区
分
の
磁

定
、
新
立
荘
園
・
加
納
の
停
止
)

伺
国
司
荘
園
間
相
論
の
実
検

同
国
司
に
よ
る
荘
園
収
公
の
停
止
、
四
至
勝
一
不

帥
荘
園
間
相
論
の
実
検

同
荘
園
間
相
論
の
判
決
の
執
行

制
立
荘

に
、
大
づ
か
み
に
区
分
し
う
川
氏
。
こ
の
官
使
派
近
は
、
荘
園
公
館
の
上
に
君
臨

す
る
中
央
政
府
の
全
国
支
配
を
具
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
権
門
寺
社
の
荘
園
支

配
の
確
立
に
と
も
な
っ
て
弱
体
化
し
て
き
た
国
何
権
力
を
援
護
す
る
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、
他
方
、
在
困
対
国
街
、
荘
園
相
互
間
の
対
立
を
調
停
し
つ

つ
、
「
宣
旨
」
に
も
と
づ
く
四
至
勝
一
不
を
通
じ
て
荘
公
問
、
荘
国
相
互
間
の
区

分
を
明
確
に
し
、
荘
図
公
領
制
の
確
立
を
促
進
す
る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ

る。

展
望
1

む
す
び
に
か
え
て
|

律
令
国
家
は
、
郡
か
ら
太
政
官
ま
で
の
行
政
機
椛
を
そ
の
ま
ま
訴
訟
機
関
と

し
て
利
用
し
(
公
式
令
訴
訟
条
)
、
回
宅
訴
訟
は
当
事
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
「

公
験
」
と
「
班
田
図
」
の
照
合
に
よ
っ
て
審
理
裁
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
九
世
紀
後
半
、
王
臣
家
に
よ
る
庄
濫
立
と
田
宅
相
論
の
自
力
救
済

が
活
発
化
し
、
班
田
制
の
崩
壊
に
よ
っ
て
相
論
裁
定
の
客
観
的
基
準
を
喪
失
す

る
と
、
国
街
レ
ベ
ル
の
回
宅
相
論
裁
定
権
は
急
速
に
瓦
解
し
て
い
っ
た
。
か
か

る
律
令
訴
訟
制
度
解
体
の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
、
寛
平
J
延
喜
の
国
制
改
革

一
六

の
一
環
と
し
て
国
街
相
論
弁
定
権
の
再
建
強
化
が
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
改
革
に
よ
っ
て
出
発
し
た
前
期
王
朝
国
家
段
階
の
権
門
間
相
論
裁
定
手

続
の
特
徴
は
、
国
街
の
審
理
権
が
き
わ
め
て
強
力
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
国
街

が
受
訴
す
る
墾
田
の
相
論
は
も
ち
ろ
ん
、
太
政
官
が
受
訴
す
る
官
省
符
荘
回
で

あ
っ
て
も
国
街
で
実
質
的
審
理
が
行
わ
れ
、
太
政
官
は
国
街
の
審
理
報
告
に
依

拠
し
て
受
動
的
に
裁
定
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
国
街
の
審
理
手
続
で
重
要
な
の

は
、
八
ム
験
の
真
偽
鑑
定
と
と
も
に
国
郡
が
保
管
す
る
基
準
国
図
と
の
照
合
作
業

を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
審
理
手
続
は
、
国
司
検
田
権
と
免
除
領

田
制
を
紬
に
国
街
が
荘
園
に
保
護
と
規
制
を
加
え
る
前
期
王
朝
国
家
段
階
の
対

荘
園
政
策
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
国
街
に
広
汎
な
国
内
支
配
権
を

委
任
し
て
い
た
こ
の
段
階
の
支
配
体
制
の
特
徴
と
合
致
す
る
。

前
期
王
朝
国
家
段
階
で
は
荘
園
の
不
輪
範
囲
は
本
免
田
に
限
定
さ
れ
て
い
た

が
、
現
実
に
は
本
免
田
の
外
部
に
拡
張
さ
れ
た
新
聞
田
の
不
輸
が
国
司
の
裁
量

に
よ
っ
て
黙
認
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
長
久
の
造
内
哀
役
賦
課

を
契
機
に
、
か
か
る
慣
行
は
大
き
く
打
ち
破
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
街
は
「

新
宣
旨
」
を
背
景
に
従
来
の
免
除
部
分
に
対
し
て
新
儀
に
造
内
哀
役
の
民
認
を

強
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
賦
認
は
、
予
想
外
の
結
果
を
招
く
こ
と
に
な

っ
た
。
「
宣
U

ど
に
も
と
づ
く
国
司
の
賦
認
の
強
行
に
対
抗
す
る
た
め
荘
国
側

は
例
別
的
に
収
公
免
除
…
泊
至
勝
一
万
の
「
宣
旨
」
を
中
央
政
府
に
直
接
申
請
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
c

こ
こ
に
基
準
国
図
を
基
礎
と
す
る
従
来
の
国
街
の

荘
図
統
制
権
は
大
き
く
崩
れ
、
新
た
な
荘
園
政
策
の
掠
築
が
さ
し
せ
ま
っ
た
課

題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
課
題
に
対
す
る
政
府
の
田
容
が
、

克
徳
と
そ
れ
に
つ
づ
く
延
久
荘
園
設
理
令
で
あ
っ
た
。
克
徳
以
後
、
荘
図
の
収



公
-
免
除
は
、
国
司
交
替
ご
と
に
新
任
国
司
の
申
請
に
も
と
吋
い
て
中
央
政
府

が
派
近
し
た
官
伎
の
校
注
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

U
o
か
く
て
荘
園

公
領
の
上
に
君
臨
す
る
超
越
的
権
力
と
し
て
の
後
期
王
朝
国
家
権
力
が
創
出
さ

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

後
期
王
朝
国
家
へ
の
転
換
と
と
も
に
、
国
街
は
基
準
固
図
と
の
照
合
作
業
を

中
心
と
す
る
相
論
審
理
経
を
喪
失
し
、
中
央
政
府
が
訴
の
受
理
、
審
理
か
ら
裁

定
ま
で
一
貫
し
て
行
う
相
論
設
定
手
続
に
転
換
し
た
。

こ
の
転
換
は
、
太
政
官
機
椛
に
少
か
ら
ぬ
影
容
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

降
定
は
、
一
般
行
政
や
行
事
に
関
す
る
討
議
事
項
が
定
型
化
し
て
い
く
な
か

で
、
最
高
の
裁
判
機
関
と
し
て
主
同
一
A

な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
ま
た
弁

官
口
加
は
、
付
訴
論
人
へ
の
訴
限
状
の
送
達
、
関
係
機
関
(
文
殿
、
明
法
博
士
)

へ
の
審
理
の
指
令
、
判
決
の
布
告
な
ど
、
訴
訟
進
行
過
程
に
お
け
る
「
(
官
)
宣

旨
」
発
給
事
務
の
増
大
、
伺
文
段
の
勘
中
事
務
(
官
底
勘
状
〉
の
増
大
、
同
論

所
の
実
検
・
判
決
の
執
行
な
ど
弁
官
局
下
級
官
人
の
地
方
派
近
(
官
佼
)
の
増

加
に
よ
り
、
訴
訟
事
務
処
理
機
関
と
し
て
の
性
格
を
急
速
に
強
め
て
い
く
。
ち

ょ
う
ど
こ
の
時
期
官
務
家
小
槻
氏
が
成
立
し
、
官
符
に
か
わ
っ
て
「
(
官
〉
宣
旨
」

が
政
府
発
給
文
書
の
中
心
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
右
の
如
き
弁
官
局
の

訴
訟
事
務
泣
の
急
激
な
増
加
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
後
期
王
朝
国
家
段
階
で
は
国
街
対
荘
園
、
荘
国
相
互
間
相
論

の
激
増
と
い
う
新
た
な
事
態
に
対
し
て
、
陣
定
|
弁
官
と
い
う
旧
来
の
太
政
官

機
構
の
枠
組
に
な
ん
ら
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
を
訴
訟
機
関
に
積

極
的
に
転
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
し
、
裁
定
を
通
し
て
荘
公
、
荘
園
聞
の

区
分
を
確
定
し
荘
園
公
領
制
の
形
成
を
促
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
太
政
官

王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

機
構
が
、
中
世
的
支
配
関
係
の
形
成
に
桂
桔
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
促
進
的
役

割
を
来
た
し
た
と
こ
ろ
に
、
後
期
王
朝
国
家
の
独
自
の
立
義
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
確
立
し
た
陣
定
|
弁
官

H
文
殴
を
軸
と
す
る
訴
訟
制
度
が
、
鎌
倉
期
の
院
評
定

i
文
殿
庭
中
(
京
都
)
、

評
定
会
話
1
問
注
所
(
幕
府
)
の
共
通
の
母
胎
と
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

註
(
1
〉
「
院
評
定
制
に
つ
い
て
」
〈
『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
〉

(

2

)

「
平
安
・
鎌
倉
初
期
の
記
録
所
に
つ
い
て
」
(
日
本
歴
史
知
)

(

3

)

「
平
安
時
代
末
期
の
内
乱
」
(
『
日
本
史
を
学
ぶ

2

中
世
』
所

収
)

(

4

)

「
荘
国
制
的
領
域
支
配
を
め
ぐ
る
権
力
と
村
落
」
(
日
本
史
研
究

(

5

)

日
本
史
研
究
山

(

6

)

『
日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』

(
7
〉
官
省
符
荘
四
至
内
新
聞
回
に
対
す
る
国
司
免
判
に
つ
い
て
は
、
坂
本

前
掲
書
。
墾
回
開
発
に
対
す
る
国
司
判
許
権
に
つ
い
て
は
、
『
類
褒
三

代
格
』
延
苔
二
年
三
月
十
三
日
守
口
符
「
諸
院
諸
官
朱
紫
之
家
不
惜
憲

法
、
競
為
占
誌
、
国
郡
官
司
判
許
之
目
、
雌
似
専
催
墾
発
労
其
輸
租
:
・

・
:
」
の
記
事
に
よ
る
。

(
8
〉
「
官
底
勘
状
」
で
は
な
い
が
、
弁
官
が
先
例
を
勘
申
し
て
い
る
事
例

は
多
い
。
た
と
え
ば
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
三
年
七
月
十
三
日
条
、
長

和
五
年
三
月
廿
八
日
条
、
『
小
右
記
』
寛
弘
八
年
二
月
四
日
条
、
長
和

五
年
正
月
廿
九
日
条
、
長
元
二
年
正
月
九
日
条
な
ど
。
官
問
注
の
例
に

七



同
容
図
版
設
事

lι
込
兵
士
時
鍵
g
c
~
嬰
;
程
総
l
W
~
ト
~
!
d
.
CI 
:， 
¥-' 

(fι
i!!:牧〕

1
 !

く

表
王

朝
国

家
体

制
下

の
権

門
問

所
領

相
論

受
理

審
理

N
o. 

年
代

訴
人

主両iIU ‘
 

人
さ長子f岡

斗
所

郡
|
国
|
官

郡
|
国
|
官

審
理

基
準

典
拠

(1) 
延

喜
4
(

 904) 
東

大
寺

王
臣

家
・

百
姓

因
幡

国
高

庭
庄

田
。!o
。。

図
版

196 
(2) 

延
喜
11(

911) 
東

大
寺

上
座

慶
賛

元
興

寺
大

法
師

玄
阿

大
和

国
添

上
郡

墾
田

O
 

O
 

国
郡
i長

206 
(3) 

延
喜
13(

913) 
東

大
寺

按
察

使
藤

原
有

実
因

幡
国

高
庭

庄
田

。。
〆O、2
O
 

2
0
8
~
2
1
1
 

(4) 
承

平
2
(

 932) 
東

寺
東

大
寺

伊
勢

国
川

合
大

国
庄

O
 
0
1
0
 

国
籍

242 
(5) 

天
慶

5
(

 943) 
東

寺
伝

法
供

家
丹

波
国

多
紀

郡
白

省
符

庄
内

新
開

田
O
 

O
 

応
上

板
253 

(6) 
康

保
1
(

 964) 
勘

解
由

民
官

藤
原

朝
成

東
大

寺
伊

賀
国

名
張

郡
薦

生
牧

O
 

O
 

図
帳

2
7
8
~
2
8
2

、
2
8
6
、
2
8
9

(7) 
天

禄
2
(

 971) 
橘

貞
子

楠
輔

弼
伊

賀
国

阿
拝

部
湯

船
庄

O
 
O
 O
 

304 

(8) 
正

暦
1
(

 990) 
東

大
寺

興
福

τ
 

... ず.
 
大

和
国

添
上

郡
春

日
庄

田
。。

O
 。.

図
版

3
4
7
~
3
5
0
 

(9) 
正

暦
2
(

 991) 
珍

皇
寺

JII 
原

院
山

城
国

鳥
部

郷
等

庄
田

O
 
O
 O
 

囚
1応

図
版

421 

M
 
長

徳
4
(

 998) 
観

空
寺

招
白

寺
山

城
国
l与

野
郡
傑
原
郷
田

O
 
O
 O
 

図
版

権
記

(L~ 
長

保
4
(1002) 

珍
ニ向土

色
寺

JII 
原

院
山

城
国

鳥
部

郷
等

庄
田

O
 
O
 O
 

国
郡

図
版

421 

帥
寛

弘
1
(1004) 

金
剛

峯
寺

中
納

言
平

惟
仲

紀
伊

国
山

地
図

品
O
 
O
 O
 

436 

帥
寛

弘
9
(1012) 

東
大

寺
雅

慶
大

僧
正

大
和

国
添

上
郡

春
日

庄
田

。。
O
 O
 

(
図
版
)

465、466、468、4603

M
 
寛

仁
2
(1018) 

延
暦

寺
・

諸
陵

寮
究

茂
社

山
域

国
愛

宕
郡

内
O
 
O
 O
x
 

図
版

小
右

記

帥
長

久
1
(1040) 

超
昇

寺
高

E湯
院

O
 
O
 O
 

春
記

M
 
長

久
2
(1
041) 

田
原

御
昆

j
司

修
理

町主
山

城
園

田
原

御
溢
j

O
 
O
 O
 

同
上

。方
永

承
6
(1051) 

室
生

戸
金

剛
頂

寺
奈

半
庄

司
各

所
施

入
山

川
田

品
O
 

O
 

1047 

M
 
延

久
1
(1
069) 

限
醐

寺
伊

勢
盟

受
宮

前
祢

宣
伊
勢
国
壱
志
l
l
t
I
凶
祢
庄
田

O
 

O
 

1074 

M
 
延

久
2
(1070) 

室
生

戸
金

剛
頂

寺
奈

半
庄

司
各

所
施

入
山

川
田

白
O
 
。

起
請

以
前

1047 

帥
延

久
3
(1071) 

珍
皇

寺
感

神
院

山
域

周
愛

宕
郡

三
5匹

以
南
田
臼

O
 

新
官

符
1066 

t
キ

承
保

2
(1075) 

東
寺

延
暦

守
伊

勢
国

多
度

神
官

守
所

領
庄

回
。

延
久
lJ"符

1115、1128、1131



承
保

3
(1076) 

東
寺

成
願

寺
伊

勢
国

川
合

庄
田

O
 

O
 

1137 

承
府

4
(1
080) 

官
房

朝
臣

後
家

右
大

民
家

・
皇

太
后

官
他

摂
津

国
復

並
庄

四
至

内
O

 
。ム

水
左

記

。u
永

保
4
(1084) 

山
U~ 

庄
今

並
庄

O
 
。ム

向
上

伺
12

治
5
(1
091) 

成
関

可一'f
ヌ:

苛=
伊

勢
国

川
合

庄
田

O
 
。ム

x
1296

、
1297

、
1318

、
1407、

1410
、
1412

、
1417 

伺
12

治
6
(1092) 

藤
原

保
房

大
中

陪
立

網
・

企
串

山
伊
賀
国
名
沼
郡
矢
川
・
中
村
庄

O
 
。ム.

応日
徳

元
年

宣
1304

、
1307

、
1327

伺
Tl

治
7
(1093) 

Eコ
「ゴ

院
法

1iA 
寺

近
江

国
中

津
庄

O
 

O
 

1319 

伺
成

和
4
(1102) 

祭
主

親
定

朝
臣

若
狭

守
平

正
盛

大
神

宮
神

戸
O

 
O

 
中

右
記

伺
長

治
1
(1104) 

源
有

Ht
丸

安
倍

寺
別

当
頼

鹿
紀

伊
国

大
本

庄
O

 
。

1
6
2
5
~
1
6
2
8
 

帥
長

治
1
(1104) 

耳:
寺

延
暦

寺
伊
勢
国
多
度
神
宮
寺
所
領
尼
張
国
大
成
庄

O
 
。

1663 
。。

r
&
承

1
(1106) 

旦
太

后
官

職
~r， 

御
祖

社
摂

津
国

長
沼

御
厨

地
O

 
ム

1660
、
2628

~~ 
t!iiR 

1
 (1106) 

東
寺

前
伊

豆
守

源
、

国
房

尼
張

国
大

成
圧

田
昌

在
家

O
 

X
 

前
宣

旨
状

1663 

~~ 
天

仁
1
(1108) 

太
や
1 1

宮
興

福
寺

末
寺

伝
法

院
伊

賀
国

六
ケ

山
O

 
X

 
中

右
記

(J.~ 
天

永
2
(1111) 

九
条

例
太

政
大

国
家

右
京

権
大

夫
家

俊
O

 
口

向
上

。事
天

永
2
(1111) 

大
法

師
有

海
五I

大
寺

末
寺
崇
敏
寺
所
関
紀
伊
国
木
本
庄

O
 

.
x
 

嘉日
承

2
年

宣
1751 

。。
天

永
2
(1111) 

東
大

寺
興

布団
寺

伊
賀

国
名

張
郡

黒
田

庄
O

 
口

1756
、
1775

、
1776

6カ
永

久
3
(1115) 

大
江

仲
子

大
江

有
経

大
和
国
山
口
・
相
模
国
早
川
庄

O
 
ム

2177 

伺
永

久
5
(1117) 

東
大

寺
散

位
源

光
国

美
波

国
厚

見
郡

西
部

庄
O

 
O

 
後

三
条

御
宇

1881
、
1882

~~ 
元

永
1
(1118) 

祭
主

gnp 
皇

后
官

島
抜

御
厨

長
田

庄
O

 
X

 
中

右
記

。。
元

永
2
(1119) 

政
人

所
春

日
興

福
寺

坂
戸

御
牧

O
 

o
 

向
上

自由
保

安
3
(1122) 

大
江

仲
子

大
江

有
経

大
和
国
山
口
・
相
鎖
国
早
川
庄

O
 
ム

永
久

宣
旨

2177 

{1~ 
保

安
4
(1123) 

東
大

寺
興

福
寺

観
神

院
院

主
大

和
国

北
問

中
庄

O
 

O
 

1986 

(必)
保

安
4
(1123) 

東
大

寺
平

忠
盛

伊
賀

国
阿

閉
郡

玉
瀧

柏
内

O
 
ム

1998 

帥
天

治
1
(1124) 

東
大

寺
源

光
国

美
濃

国
厚

見
郡

茜
部

庄
O

 
X

 
延符

久
3
年

官
2
0
1
6
~
2
0
1
8
、
2
0
2
1

(必)
天

治
2
(1125) 

右
大

臣
家

東
大

寺
家

領
山

田
庄

四
至

内
山

地
O

 
O

 
2041

、
20.42

凶
器
E
縦
士
ま
~
}
L
-
l
d
~
会的鍵i[:~~~塁手~lJ!<!\lド寝込

P
ム
ド
(
f
ι
但
牧
〉

1
・R



凶
器
回
総
士
士
号
室
}ι
は
お
き
と
t
Q
l
i
!
l
:
C
~
~
;
鑓
終
M

I\ト~
~
Ç
I
'
:
'
ν
o
ι

1!!:ヰ1:;)
110 

代
|

訴

受
理

審
理

NQ 
年

人
-両
rffi

人
主長主岡b

.
 

所

郡
|
国
|
官

郡
|
国
|
官

審
理

基
準

典
拠

(4
q) 

大
治

1
(1126) 

東
大

τ一言f一ー
興

福
寺

寺
領

泉
木

津
木

屋
所

田
町

O
 

O
 

2096 
制

大
治

3
(1128) 

八
幡

宮
寺

興
福

寺
山

城
国

間
園

田
昌

O
 

。
2137 

同
大

治
5
(1130) 

前
和

泉
守

雅
隆

藤
原

家
明

大
和

国
領

O
 

。
長

秋
記

申埼
長

承
1
(1132) 

で口』
田

社
昭島

御
祖

社
山

城
国

愛
宕

郡
御

供
田

O
 

。
ム

@
同

上

制。
長

承
1
(1132) 

右
京

亮
安

倍
奉

親
権

天
文

博
士

同
兼

時
故

晴
朗

領
地

祭
庭

O
 

ム
同

上

(51) 
長

承
1
(1132) 

色
卜

得
業

生
兼

長
進

士
盛

ifai 
相

論
所

三
箇

所
O
 

ム
向

上

争時
長

承
1
(1132) 

内
大

巨
民

部
grm 

山
道

野
並

両
庄

O
 

ム
中

右
記

伺
長

承
2
(1133) 

~~WI
寺
円
光
院

藤
原

成
通

越
前

国
牛

原
庄

O
 

O
 

2278 
帥

長
承

3
(1134) 

東
大

寺
春

日
社

大
和

国
添

上
郡

福
智

村
O
 

O
 

2305 

帥
久

安
3
(1147) 

東
大

寺
鴨

i¥W
 
祖

社
摂

津
国

長
沼

庄
O
 

。
X

高
広

立
旨

2628
、2633

、3213

帥
久

安
6
(1150) 

東
大

寺
薬

師
寺

大
和

国
消

澄
庄

内
菜

園
村

O
 

0・
3212 

事力
保

元
2
(1157) 

東
大

寺
興

1'm
 

寺
伊
賀
国
名
沼
郡
内
妥
糊
中
村
矢

111
O
 

口
2905 

伺
保

元
3
(1158) 

栄
山

→てず
A

 
金

峯
山

・
宿

院
大
和
国
字
匂
・
十
市
・
広
前
等
郡
田

O
 

口
2936

、2940

"9) 
保

元
3
(1158) 

按
察

使
dι、.

 弟
季

通
倫

中
国

所
領

O
 

ロ
ム

兵
組

担

申。
応

保
2
(1162) 

東
大

寺
薬

slli 
4可'f

大
和

国
清

澄
庄

内
薬

図
村

O
 

0・
久

安
立

行
3212 

帥
応

保
2
(1162) 

東
大

寺
~~ 

御
祖

社
摂

津
国

猪
名

庄
内

長
洲

浜
O
 

X
 

先各符安
3
年

立
3213-3215 

(ゆ
応

保
2
(1162) i

東
大

寺
太

干
Iド

，品"" 
伊

勢
国

飯
野

庄
O
 

X
 

3216 

備
考

)
1

 )
記

号
の

う
ち

、
@

は
官

底
勘

状
、

@
は

官
問

注
、

ム
は

明
法

勘
文

、
口

は
記

録
所

助
状

、
×

は
官

使
派

泣
(

検
注

、
判

決
の

執
行

)
を

示
す

。
(

)
は
推
定
。

2
)

相
論

の
年

代
は

、
訴

が
提

起
さ

れ
た

年
(

も
し

く
は

史
料

上
の

初
見

の
年

)
を

示
す

。

3
)

事
例

は
便

宜
上

保
元

・
応

保
ご

ろ
ま

で
し

か
記

我
し

て
い

な
い

。

4
)

事
例

に
は

大
宰

府
管

内
の

相
論

を
合

め
て

い
な

い
。

5
)

典
拠

の
数

字
は

『
平

安
遺

文
』

の
番

号
を

示
す

。



は
『
小
右
記
』
治
安
三
年
正
月
廿
六
日
条
「
於
官
庁
、
被
対
問
、
可
被

決
虚
尖
」
が
あ
る
。

(
9
〉
清
川
政
次
郎
「
律
令
の
民
事
訴
訟
法
」
(
中
村
宗
雄
教
授
還
暦
祝
賀

詩
集
『
訴
訟
法
と
実
体
法
学
』
所
収
)

(
叩
〉
律
令
訴
訟
手
続
で
も
回
国
と
公
験
と
の
勘
合
は
行
わ
れ
た
。
た
と
え

ば
正
倉
院
文
書
天
平
神
話
二
年
九
月
十
九
日
足
羽
郡
司
解
に
「
今
国
司

検
勧
図
弁
券
文
」
と
み
え
(
『
大
日
本
古
文
書
』
五
)
、
瀧
川
氏
は
註

(
9
)
論
文
で
「
土
地
の
用
益
擦
に
関
す
る
訴
訟
、
土
地
の
境
界
に
関
す

る
訴
訟
に
お
い
て
、
国
籍
、
回
図
が
証
拠
と
し
て
援
用
せ
ら
れ
た
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
律
令
制
下
の
「
班
回
国
」
と
前
期
王
朝
国

家
体
制
下
の
基
準
国
図
と
は
性
格
が
ち
が
う
の
で
丙
者
の
訴
訟
手
続
を

同
一
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
坂
本
前
掲
者
参
照
。

(
日
〉
坂
本
前
掲
3

(
臼
〉
谷
口
昭
「
諸
国
申
請
雑
事
」
(
『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
所
収
)
、
前
日

我
良
成
「
諸
国
条
事
定
と
国
解
慣
行
」
(
日
本
歴
史
問
)

(
臼
〉
筒
井
俊
彦
「
受
領
功
過
定
に
つ
い
て
」
(
『
対
外
関
係
と
社
会
経
済
』

所
収
)

(

M

)

か
か
る
前
期
王
朝
国
家
の
支
配
体
制
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
坂
本
前

掲
来
日
、
中
野
栄
夫
「
王
朝
国
家
期
に
お
け
る
収
取
体
系
」
(
日
本
史
研

究
問
)
。

(
日
〉
坂
本
前
掲
吉
、
戸
田
芳
実
「
中
世
成
立
期
の
国
家
と
農
民
」

史
研
究
計
)

〈
日
)
坂
本
前
掲
書

(
日
本

王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
〉

(
げ
)
帥
「
蔵
人
弁
抑
来
云
、
複
並
庄
四
至
内
、
他
人
所
知
交
接
、
初
為
沙

汰
、
召
彼
等
公
験
:
・
者
、
一
府
民
ヤ
亦
動
眠
w
b島
下
」
(
訪
問
自
…
)
な
ど
記
録
に

み
え
る
相
論
記
事
に
よ
る
。

(
刊
日
)
『
伝
宣
草
』
(
『
新
校
群
書
類
従
』
巻
百
十
一
)
に
「
同
訴
訟
事
柏
町

問
、
」
と
み
え
る
。

(
印
〉
永
久
二
年
十
一
月
廿
六
日
太
政
官
牒
(
『
平
安
遺
文
』
五
|
一
八
一

一

)

(
初
)
藤
木
邦
彦
「
陣
定
に
つ
い
て
」
(
歴
史
と
文
化

V
Y
と
く
に
諸
国

条
事
定
に
つ
い
て
は
曽
我
註
(
ロ
〉
論
文
に
詳
し
い
。
棚
橋
氏
は
、
陣
定

の
勘
決

1
判
決
に
つ
い
て
は
詳
論
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
問
題
に
し

て
い
る
審
理
裁
定
方
針
の
選
択
・
決
定
に
つ
い
て
は
見
逃
が
し
て
お
ら

れ
る
。

(
泣
)
伺
「
抑
於
詩
文
消
息
等
者
、
於
官
底
対
検
左
右
文
書
目
可
進
上
也
」
、

帥
「
召
両
方
文
書
、
於
官
庭
被
勘
決
理
非
之
魁
」
(
杭
開
制
)
な
ど
。

(
幻
)
岩
橋
小
弥
太
「
文
殿
長
案
と
外
記
日
記
」
(
『
問
上
代
史
籍
の
研
究
下

巻
』
)

(
お
〉
谷
口
昭
「
続
文
考
」
(
法
制
史
研
究
辺
)

(
引
は
〉
『
類
褒
符
宣
抄
』
(
第
七
)
補
抄
符
庁
直
文
殿
等
史
生
史
部
に
補
任

例
が
み
え
る
。

(
お
〉
『
北
山
抄
』
(
融
批
判
山
)
、
土
田
直
鋲
「
平
安
時
代
の
政
務
と
儀
式
」

(
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
目
)

(

M

m

〉
曽
我
註
(
口
)
論
文
は
、
諸
国
条
事
定
に
お
け
る
弁
官
の
先
例
勘
申
事

務
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。



王
朝
国
家
体
制
下
に
お
け
る
権
門
間
相
論
裁
定
手
続
に
つ
い
て
(
下
向
井
)

(
幻
)
た
と
え
ば
『
小
右
記
』
長
元
二
年
正
月
九
日
条
に
「
件
申
文
給
権
左

中
弁
章
信
、
下
官
底
、
令
勘
申
、
佐
親
、
挙
光
上
白
、
官
勘
申
合
挙
光

申
文
、
:
:
:
余
申
云
、
彼
時
間
保
乎
否
被
問
官
、
即
仰
経
顔
、
左
大
史
貞

行
中
云
、
執
燈
不
入
文
殿
、
初
今
夜
不
能
勘
申
者
」
と
み
え
る
。

(
お
)
『
朝
野
群
載
』
(
鵬
猷
太
)
に
二
例
、
『
中
右
記
』
嘉
承
元
年
二
月
廿
入

日
条
に
二
例
、
『
勘
仲
記
』
広
安
十
年
七
月
十
三
日
条
に
一
例
な
ど
。

(
却
)
天
永
・
保
元
記
録
所
は
、
官
文
殿
の
「
文
書
対
決
」
・
勘
申
事
務
を

他
の
諸
機
能
か
ら
分
離
独
立
さ
せ
、
審
理
の
合
理
化
・
迅
速
化
を
ね
ら

っ
た
機
関
で
あ
る
。
記
録
所
で
勘
決
を
行
う
寄
人
は
、
大
夫
史
を
中
心

に
明
法
家
・
外
記
ら
実
務
官
僚
を
加
え
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
訴

の
受
理
、
訴
陳
状
の
送
達
、
判
決
の
布
告
は
記
録
所
上
卿
・
弁
・
大
夫

史
の
手
で
行
わ
れ
た
(
相
論
関
係
の
宣
旨
の
史
、
奉
行
弁
、
宣
下
の
上

卿
か
ら
判
断
)
。
す
な
わ
ち
、
記
録
所
は
実
質
的
に
訴
の
受
理
、
訴
陳

の
媒
介
、
審
理
か
ら
判
決
の
布
告
ま
で
一
貫
し
て
行
う
訴
訟
専
門
機
関

だ
っ
た
の
で
あ
る
(
判
決
は
陣
定
で
行
わ
れ
る
)
。

(
帆
山
)
布
施
弥
平
治
『
明
法
道
の
研
究
』

(
況
)
前
註
(

8

)

、
ま
た
た
と
え
ば
『
玉
菜
』
安
元
三
年
正
月
十
三
日
条

「
於
官
底
度
々
問
注
殺
害
之
条
下
手
人
二
人
己
承
伏
」
。

(
辺
)
永
久
二
年
十
一
月
廿
六
日
太
政
官
牒
(
『
平
安
遺
文
』
五
!
一
八
一

一
)
に
「
愛
康
和
四
年
、
任
往
古
例
、
免
除
所
当
地
子
官
物
井
臨
時
雑

役
、
可
為
寺
領
之
由
、
新
被
下
宣
旨
皐
、
然
則
件
庄
為
往
古
領
之
上
、

康
和
宣
旨
可
謂
規
模
、
早
可
被
裁
免
飲
」
と
あ
り
、
ま
た
『
玉
菜
』
承

安
二
年
間
十
二
月
七
日
条
に
「
下
官
申
云
、
件
御
厨
事
、
先
於
御
厨
条

者
、
夫
不
可
有
異
議
、
国
司
称
規
模
之
証
文
保
元
宣
旨
、
尚
可
為
神
領

由
、
己
分
明
」
と
あ
る
。

(
出
)
筆
者
が
作
成
し
た
官
使
表
(
土
地
政
策
関
係
)
に
も
と
づ
い
て
い
る

が
、
紙
幅
の
都
合
で
掲
載
し
え
な
い
。

(
泊
〉
長
久
元
年
国
司
が
「
新
宣
旨
」
と
号
し
賦
認
を
強
行
し
て
き
た
造
的

哀
役
に
つ
い
て
、
荘
園
領
主
が
中
央
政
府
に
四
至
内
免
除
の
宣
旨
を

申
請
し
た
例
に
、
美
濃
国
大
井
・
首
都
庄
(
岬
一
一
一
引
)
、
丹
波
国
大
山
庄

(
川
区
己
、
伊
賀
国
名
張
郡
庄
(
叫
恒
引
)
、
山
城
国
玉
井
庄
(
明
白
一
川
)
が
あ
る
。

(
お
)
「
治
暦
以
後
代
々
国
宰
、
多
是
当
時
公
卿
、
毎
任
申
下
宣
旨
、
臨
停

骨札
r
b一炉心
U
1
w
h
附
朴
、
於
神
戸
治
開
回
者
、
全
不
及
沙
汰
」
(
芯
引
0
)

(
お
〉
橋
本
義
彦
「
官
務
家
小
槻
氏
の
成
立
と
そ
の
性
格
」
(
『
平
安
貴
族
社

会
の
研
究
』
〉

(
幻
〉
富
田
正
弘
「
口
内
丸
山
公
の
成
立
と
変
遷
付
」
(
古
文
書
研
究
M
)

(
一
九
八

0
・
四
・
五
成
稿
)

八
付
記
〉

本
稿
は
、
一
九
七
八
年
十
二
月
広
島
大
学
大
学
院
に
お
け
る
仮
本
教
官

の
演
習
で
行
っ
た
発
表
を
基
礎
に
、
七
九
年
一

O
月
広
島
史
学
研
究
会

大
会
日
本
史
部
会
で
発
表
し
た
「
王
朝
国
家
体
制
下
の
不
動
産
訴
訟
手

続
の
変
遷
に
つ
い
て
」
を
改
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
ま
で
の
坂
本

先
生
の
御
指
導
と
御
激
励
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。



A Study of the Legal Procedure of the Land Troubles 

between Kenmons (:!ir,) in Ocho-Kokka (:E~OO~) 

System. 

by Tatsuhiko Shimomukai 

1 

The purpose of this study is to reconstruct the legal procedure of the land 

troubles between Kenmons, which I think belongs to one of the most basic works 

to solve the characteristics of Ocho-Kokka_ 

In the first stage of Ocho-Kokka, Kokuga (@Jjgf) tried troubles through the 

work of checking up Kllgen (0~) which the parties concerned exhibited and 

KokllZll (j;lfjj2(J) which is a land resister_ This procedure corresponds to the 

Kokllga's power of controling Shoen (:11:[;), which is remarkably found in Men

joryodensei (:5E!1,1'dllUB1!JU). 
In the lattar stage of Ocho-Kokka, Kokuga lost the trial power over land trou

bles. Instead of them, Dajokan (*i&l.f)-mainly lin-no-sadame (1ll!i5E) and 

Benkan (1f-'g)-came to take the trial power over land troubles. The decisions 

about the troubles between Kenmons which increased suddenly in this period, 

became the grounds for the teritorial dominion of Shoen-Ryoshu C:11:lIIflIt:t), and 

played a part of promoting the development of Shoen-Koryosei (:11:\jlI0flJi1J;U) in 

the middle age. 
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